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外国人材、広がる送り出し国
介護、医療現場の明日

日本に「一帯一路」への積極参加を呼びかける蒋建国・新聞弁公室主任＝北京2017年12月16日、赤間清広撮影

新興国デジタル産業との共創新興国デジタル産業との共創
――アジアイノベーション還流――アジアイノベーション還流

新型コロナ禍の世界新型コロナ禍の世界
　　　　――医療分野の国際協調は？――医療分野の国際協調は？

 世界最悪の感染拡大地となった米ニューヨークで、病院に運び込まれる患者世界最悪の感染拡大地となった米ニューヨークで、病院に運び込まれる患者

＝ニューヨーク・クイーンズ地区で２０２０年３月２９日、隅俊之撮影＝ニューヨーク・クイーンズ地区で２０２０年３月２９日、隅俊之撮影

インド・ニューデリーのショッピングセンターでソーシャルディスタンスを取る市民インド・ニューデリーのショッピングセンターでソーシャルディスタンスを取る市民

コロナ禍後のビジネスコロナ禍後のビジネス
　　　　――――インド、中国の現場からインド、中国の現場から
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　Asia Inside　コロナウイルス禍後のビジネス
――インド、中国の現場から
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新型コロナウイルスによる感染拡大は、世界で収束の兆しはみえない。厳し

いロックダウン（都市閉鎖）措置を導入したインドでは、６月に入り経済的

な理由から一部解除に踏み切り、その後感染が急速に拡大。一時は封じ込

めに成功した中国でも、最近になって再び感染拡大の兆しが出ている。し

かし両国とも、コロナ収束後を見据えた新しいビジネスの動きも始まって

いる。コロナ禍後のビジネスについて、毎日アジアビジネス研究所シニアフ

ェローを務める荒木英仁氏と陳言氏に、それぞれニューデリーと北京から

報告してもらった。

新シリーズ・・タイの農水産物加工品①
国土生かした農水産国・タイ――付加価値高め日本の食卓へ

　シリーズ・米国のアジア人脈㉒　毎日新聞論説委員・及川正也
　ミンゾーウー・ミャンマー平和安全研究所事務局長　 10

豊かな国土と海を生かしたタイの農水産業はＧＤＰの８・５％（２０１７

年）、就労者は全労働人口の４２％を占め、同国の主要産業であり続けてい

る。近年では一次産品を加工して付加価値を高める大規模なアグリビジネ

ス（農業関連産業）が発展し、多くの農水畜産物加工品が日本へと輸出さ

れている。新型コロナウイルス禍で家庭内の食品需要が伸び、スーパーマ

ーケットでタイ産加工食品を手にする機会も増えている。日本の食卓に並ぶ

タイ産農産物加工品を、今月から３回シリーズで紹介する。

　新シリーズ・タイの農水産物加工品①
　国土生かした農水産国タイ――付加価値高め日本の食卓へ � 119
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
後
の
ビ
ジ
ネ
ス

―
―
イ
ン
ド
、
中
国
の
現
場
か
ら

蒋
建
国
・
新
聞
弁
公
室
主
任

Asia Inside�
　新型コロナウイルスによる感染拡大は、世界で収束の兆しは
みえない。厳しいロックダウン（都市閉鎖）措置を導入したイ
ンドでは、６月に入り経済的な理由から一部解除に踏み切り、
その後感染が急速に拡大。一時は封じ込めに成功した中国で
も、最近になって再び感染拡大の兆しが出ている。しかし両国
とも、コロナ収束後を見据えた新しいビジネスの動きも始まっ
ている。コロナ禍後のビジネスについて、毎日アジアビジネス
研究所シニアフェローを務める荒木英仁氏と陳言氏に、それぞ
れニューデリーと北京から報告してもらった。

都
市
封
鎖
段
階
的
解
除
も
、
見
通
せ
な
い
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト

3
月
24
日
午
後
8
時
モ
デ
ィ
首
相
の
宣
言

で
翌
25
日
午
前
0
時
か
ら
始
ま
っ
た
前
代
未

聞
、
世
界
最
大
の
イ
ン
ド
全
土
の
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
（
都
市
閉
鎖
）
。
モ
デ
ィ
政
権
は
、
１

月
３０
日
に
武
漢
帰
り
の
１
人
の
学
生
が
発
病

し
て
か
ら
５４
日
目
に
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
踏
み

切
っ
た
。
イ
ン
ド
政
府
は
「
経
済
よ
り
も
人

命
が
大
事
」
で
あ
る
事
を
前
面
に
出
し
、
そ

の
後
も
「
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
２
・
０
」
（
4

月
15
日
、
感
染
者
1
万
２
３
７
０
人
）
、

「
３
・
０
」
（
5
月
3
日
、
同
4
万
２
５
０

５
人
）
「
４
・
０
」
（
5
月
18
日
、
同
10
万

２８
人
）
と
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
次
々
に
延
長
し

た
。

　
だ
が
、
新
規
感
染
者
の
増
加
は
止
ま
る
ど

こ
ろ
か
加
速
度
的
に
増
え
続
け
た
。
各
州
政

府
か
ら
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
延
長
の
強
い
要
望
が

あ
る
中
で
、
モ
デ
ィ
政
権
は
こ
れ
以
上
イ
ン

ド
の
経
済
を
止
め
る
訳
に
は
い
か
ず
、
6
月

1
日
か
ら
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
段
階
的
解
除
に

か
じ
を
切
っ
た
。

都
会
で
働
く
数
百
万
単
位
の
出
稼
ぎ
労
働

者
が
一
瞬
に
し
て
職
を
失
い
、
止
む
を
得
ず

徒
歩
で
数
百
キ
ロ
離
れ
た
故
郷
へ
帰
る
中
、

政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
政
策
金
利

の
2
度
に
わ
た
る
引
き
下
げ
（
１
・
１５
ポ
イ

ン
ト
）
▽
貧
困
層
へ
の
金
銭
的
と
物
資
の
支

援
▽
個
人
も
含
め
た
ロ
ー
ン
支
払
い
延
期
処

置
（
６
ヵ
月
）
▽
中
小
企
業
に
対
す
る
無
担

保
低
金
利
貸
し
出
し
―
―
等
を
実
施
し
た

が
、
大
国
イ
ン
ド
の
経
済
低
迷
を
止
め
る
ま

で
の
効
力
は
発
揮
し
て
い
な
い
。
元
々
衛
生

環
境
が
整
っ
て
い
な
い
各
都
市
の
ス
ラ
ム
街

で
は
清
潔
な
水
が
確
保
で
き
ず
、
手
洗
い
す

ら
ま
ま
な
ら
い
の
も
現
実
で
あ
る
。
更
に
、

ス
ラ
ム
の
人
々
に
は
教
育
も
行
き
届
い
て
お

ら
ず
、
コ
ロ
ナ
対
策
そ
の
も
の
へ
の
理
解
が

足
り
て
い
な
い
事
も
、
大
都
市
部
を
中
心
に

感
染
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
原
因
の

一
端
で
あ
ろ
う
。

６
月
１
日
か
ら
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、
今

も
な
お
新
規
感
染
者
は
増
え
続
け
、
５
月
末

に
１８
万
人
強
だ
っ
た
感
染
者
は
わ
ず
か
３
週

間
で
４４
万
人
を
超
え
た
。
1
日
の
増
加
人
数

も
5
月
31
日
時
点
で
は
前
日
比
8
千
人
程
度

イ
ン
ド
・
荒
木
英
仁
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だ
っ
た
の
が
、
6
月
21
日
に
は
前
日
比
1
万

５
千
人
を
超
え
る
増
加
と
な
っ
た
。
ム
ン
バ

イ
や
デ
リ
ー
で
は
既
に
医
療
崩
壊
が
始
ま
り

つ
つ
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

も
し
3
月
25
日
に
全
土
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に

踏
み
切
ら
な
か
っ
た
ら
今
頃
イ
ン
ド
が
ど
う

な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
と
ゾ
ッ
と
す

る
。
イ
ン
ド
の
中
で
２
番
目
に
感
染
者
数
の

多
い
タ
ミ
ル
ナ
ド
州
は
州
政
府
の
独
断
で
６

月
２０
日
よ
り
月
末
ま
で
再
度
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

を
発
令
し
た
。
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
ピ
ー

ク
が
い
つ
訪
れ
る
の
か
は
誰
に
も
予
測
出
来

な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
全
く
予
断
を
許

せ
な
い
。

　
在
印
の
日
系
企
業
の
駐
在
員
と
そ
の
家
族

の
8
割
程
度
は
既
に
日
本
へ
避
難
済
で
あ

る
。
一
方
で
残
留
組
（
私
の
様
に
イ
ン
ド
で

の
独
立
組
も
含
む
）
は
政
府
か
ら
配
布
さ
れ

た
感
染
者
追
跡
ア
プ
リ
「AAROGYA SETU

」

に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
提
示
さ
れ
る
感
染
者
数

（
５
０
０
メ
ー
ト
ル
、
１
キ
ロ
、
２
キ
ロ
、

５
キ
ロ
圏
内
）
の
増
加
に
怯
え
な
が
ら
、
今

後
ど
う
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
を
取
る
べ
き
か
悩

ま
し
い
問
題
で
あ
り
、
皆
一
様
に
選
択
の
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
は
コ
ロ
ナ
が
登
場
し
て
く
る
か
な

り
前
の
２
０
１
８
年
度
後
半
か
ら
、
ノ
ン
バ

ン
ク
系
金
融
機
関
の
倒
産
等
で
貸
し
渋
り
が

起
き
、
ま
た
２
０
２
０
年
春
予
定
導
入
の
新

規
排
ガ
ス
規
制
等
で
買
い
控
え
が
起
き
る
な

ど
の
理
由
で
、
イ
ン
ド
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
製
造
業
の

約
半
分
を
稼
ぐ
自
動
車
業
界
が
販
売
不
振
に

陥
り
、
不
況
の
中
に
あ
っ
た
。

今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
与
え
た
打
撃
は

本
当
に
大
き
い
。
本
来
で
あ
れ
ば
今
年
の
4

月
か
ら
導
入
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
新
規
排
ガ

ス
規
制
対
応
の
新
車
が
出
そ
ろ
い
、
さ
あ
こ

れ
か
ら
書
き
入
れ
時
の
ス
タ
ー
ト
時
期
だ
っ

た
は
ず
だ
。

ち
な
み
に
２
０
１
９
年
度
の
乗
用
車
販
売

は
前
年
比
約
１５
％
ダ
ウ
ン
の
３
４
５
万
台

だ
っ
た
。
こ
れ
は
２
０
１
５
年
度
の
販
売
台

数
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
4
年
も
前
の
数
字
に

戻
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
現
時
点
で

は
今
年
は
昨
年
か
ら
さ
ら
に
20
％
は
落
ち
込

む
事
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
大
方
の
予
想
で

は
経
済
活
動
が
通
常
に
戻
る
の
は
8
月
か
ら

10
月
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当
然
自
動
車
関
連

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
影
響
も
大
き

い
。消

費
冷
え
込
み
や
賃
貸
料
金
不
払
い
に
よ

る
不
動
産
業
界
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
筆
者
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
大
手

不
動
産
コ
ン
サ
ル
の
Ｊ
Ｌ
Ｌ
に
よ
る
と
、
２

０
１
９
年
１１
月
時
点
で
約
４５
万
件
の
マ
ン

シ
ョ
ン
、
住
宅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
資

金
不
足
等
で
工
期
の
遅
れ
が
発
生
し
て
お

り
、
投
資
総
額
６
６
０
億
ド
ル
相
当
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
破
綻
状
態
に
あ
る
と
い
う
。
２

０
１
８
年
後
期
か
ら
の
不
景
気
で
た
だ
で
さ

え
不
良
債
権
が
山
積
み
で
あ
っ
た
業
界
で
あ

り
、
回
復
に
は
２
０
２
１
年
度
ま
で
持
ち
越

さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

イ
ン
ド
経
済
の
両
輪
を
担
う
自
動
車
産
業

と
不
動
産
産
業
の
大
不
況
、
ま
た
政
府
の
支

援
も
殆
ど
期
待
出
来
な
い
中
、
多
く
の
企
業

は
前
向
き
に
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
日
本

の
様
に
政
府
支
援
が
行
き
届
か
な
い
事
に
特

に
不
平
不
満
を
言
う
で
も
な
く
、
不
可
抗
力

の
災
害
の
様
に
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
受
入

れ
、
で
き
る
範
囲
で
の
対
応
を
と
っ
て
い
る

企
業
が
多
い
の
は
イ
ン
ド
特
有
の
「
ジ
ュ

ガ
ー
ド
」
（
非
常
時
の
創
意
工
夫
―
何
と
か

す
る
）
精
神
が
浸
透
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。
２
０
１
６
年
に
高
額
紙
幣
使
用
禁
止
令

が
突
然
発
動
さ
れ
た
際
も
、
慌
て
ふ
た
め
い

感
染
拡
大
で
大
打
撃
だ
が
、

企
業
は
前
向
き
に
活
動
再
開

インドの感染者追跡アプリ「Aarogya Setu」
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医
薬
品
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ロ
ナ
後
の
イ
ン
ド
で
チ
ャ
ン
ス

経済再開へ向けたオフィスの除菌作業

て
い
た
日
本
人
駐
在
員
と
は
対
照
的
に
、
筆

者
の
周
囲
の
イ
ン
ド
人
達
は
意
外
と
平
然
と

受
け
止
め
、
必
然
の
様
に
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）
へ
移
行
し
て
い
っ
た

こ
と
を
思
い
出
す
。

現
在
、
各
企
業
は
検
温
、
毎
日
の
殺
菌
、

マ
ス
ク
着
用
、
感
染
者
感
知
ア
プ
リ
の
義
務

付
け
な
ど
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
徹

底
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
抑
え
込
み
と
い
う

よ
り
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
り
、
事
業
を

継
続
す
る
事
に
専
念
し
始
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ

や
メ
デ
ィ
ア
関
連
な
ど
い
ま
だ
在
宅
勤
務
を

実
施
し
て
い
る
企
業
も
少
な
く
は
な
い
が
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
一
部
、
小
売
業
、
製
造
業
、

農
業
は
、
そ
ん
な
事
は
し
て
い
ら
れ
な
い
。

コ
ロ
ナ
と
の
上
手
な
共
存
の
仕
方
を
模
索
し

な
が
ら
走
り
出
し
た
印
象
が
強
い
。

ま
だ
ま
だ
終
息
ま
で
は
先
が
長
い
感
は
否

め
な
い
が
、
そ
ん
な
中
で
も
コ
ロ
ナ
を
機
に

変
貌
を
遂
げ
て
い
く
で
あ
ろ
う
イ
ン
ド
を
予

測
し
て
み
た
い
と
思
う
。

油
だ
ら
け
の
カ
レ
ー
を
朝
昼
晩
食
し
て
、

不
摂
生
の
鏡
の
様
な
多
く
の
イ
ン
ド
人
に

と
っ
て
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
確
実
に
大
き
く
変

わ
っ
た
の
は
「
衛
生
概
念
」
と
「
健
康
志
向

に
対
す
る
意
識
」
で
あ
る
の
は
間
違
い
な

い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
著
し
く
改
善

さ
れ
た
医
療
制
度
や
保
健
所
は
、
今
後
の
イ

ン
ド
に
と
っ
て
は
大
き
な
財
産
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

医
療
、
衛
生
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
が
伸
長
す
る

の
は
間
違
い
な
い
。
今
後
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

用
の
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
た
際
に
は
、

世
界
最
大
級
の
ワ
ク
チ
ン
製
造
工
場
を
有

す
る
イ
ン
ド
が
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
既
に
プ
ネ
ー
に
あ
る
世
界
最

大
規
模
の
ワ
ク
チ
ン
工
場
を
有
す
るS

e
r
u
m 

Institute of India

は
、
英
国
の
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
共
同
で
ワ
ク
チ
ン
の
臨

床
実
験
を
開
始
し
て
い
る
。

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
が
始
ま
り
、
イ

ン
ド
の
衛
生
概
念
を
覆
す
よ
う
な
消
毒
の
徹

底
が
各
所
で
継
続
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
と

は
全
く
違
う
イ
ン
ド
に
生
ま
れ
変
わ
る
機
会

を
得
た
事
に
な
る
。
ま
た
コ
ロ
ナ
前
ま
で
イ

ン
ド
を
含
む
世
界
の
医
薬
品
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
（
原

薬
）
製
造
の
大
半
を
担
っ
て
い
た
中
国
か

ら
、
イ
ン
ド
へ
の
シ
フ
ト
が
既
に
始
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
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サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
移
転
も
加
速
へ

生
産
大
国
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
の
医
薬
品
業
界

は
、
一
気
に
拡
大
す
る
と
思
わ
れ
る
。

数
百
万
単
位
の
出
稼
ぎ
労
働
者
が
職
を
失

い
、
故
郷
の
農
村
部
に
戻
っ
た
。
し
ば
ら
く

は
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
す
る
都
市
部
に
は
戻
ら
な

い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
現
状
で

は
農
業
が
中
心
産
業
の
地
方
の
農
村
部
に
彼

ら
の
就
職
先
は
無
い
。
そ
ん
な
中
で
想
定
さ

れ
る
の
は
、
州
政
府
主
導
の
地
元
で
の
農
業

に
関
す
る
雇
用
創
出
で
あ
る
。

イ
ン
ド
の
果
物
や
野
菜
の
園
芸
ビ
ジ
ネ
ス

は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
も
の
の
、

い
ま
だ
５
割
近
い
収
穫
物
が
腐
る
か
廃
棄
処

分
さ
れ
て
お
り
、
年
間
１
３
３
０
億
ル
ピ
ー

(

約
１
９
０
０
億
円)

程
度
の
ロ
ス
が
生
じ
て

い
る
。
多
く
の
農
家
は
生
産
し
た
果
物
や
野

菜
を
保
存
す
る
術
が
無
い
た
め
、
購
入
業
者

か
ら
の
言
い
値
で
売
却
す
る
し
か
な
い
。
日

本
の
農
協
の
よ
う
な
組
織
力
も
な
く
、
妥
当

な
販
売
で
の
販
売
が
難
し
い
の
が
現
実
で
あ

る
。低

温
輸
送
等
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
イ
ン
フ

ラ
が
脆
弱
な
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
各
製
造

拠
点
に
低
温
倉
庫
の
設
置
が
急
務
で
、
農
業

が
中
心
の
州
政
府
は
政
府
主
導
・
官
民
一
体

の
事
業
の
推
進
を
始
め
て
い
る
。
ま
た
貧
し

い
州
に
つ
き
も
の
の
電
力
不
足
、
高
い
電
気

料
金
の
問
題
の
解
決
を
め
ざ
し
、
ソ
ー
ラ
ー

等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
体
と
し
た

コ
ス
ト
効
率
の
良
い
倉
庫
シ
ス
テ
ム
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
の

進
歩
し
た
食
品
加
工
技
術
や
低
温
輸
送
技
術

は
、
こ
こ
に
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

今
ま
で
中
国
に
頼
っ
て
い
た
世
界
の
製
造

業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
拠
点
の
、
イ
ン

ド
へ
の
移
行
も
加
速
す
る
だ
ろ
う
。
自
動
車

関
連
等
の
多
く
の
イ
ン
ド
の
製
造
業
も
、
今

ま
で
パ
ー
ツ
や
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ
を
中
国
か

ら
仕
入
れ
て
い
た
が
、
品
質
の
安
定
性
に
欠

き
、
デ
ィ
フ
ェ
ク
ト
率
（
不
良
品
率
）
が

年
々
上
が
っ
て
い
る
事
に
不
満
が
溜
ま
っ
て

い
た
。
モ
デ
ィ
政
権
も
自
給
自
足
を
推
奨
し

て
お
り
、
自
国
で
の
仕
入
れ
へ
の
シ
フ
ト
が

順
次
始
ま
っ
て
い
る
。

中
国
と
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
摩
擦
が
発
端
と

な
っ
て
一
時
期
、
中
国
へ
進
出
し
て
い
る
外

資
企
業
の
ベ
ト
ナ
ム
等
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
へ

の
製
造
拠
点
の
移
転
が
相
次
い
だ
。
世
界
一

の
民
主
主
義
国
家
で
政
策
が
安
定
し
て
い
る

イ
ン
ド
は
、
中
国
に
次
ぐ
巨
大
市
場
で
も
あ

り
、
世
界
中
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

近
年
は
技
術
力
も
著
し
く
向
上
し
、
労
働

力
も
今
後
２０
～
３０
年
は
安
定
的
に
供
給
さ
れ

る
事
が
期
待
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
に
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
欧
米
企
業
か
ら
の
問
合
せ
が

急
増
し
て
い
る
。
自
動
車
、
自
動
二
輪
の
普

及
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
、
白
物
家
電
の

普
及
率
も
５０
％
も
満
た
ず
成
熟
に
は
ほ
ど
遠

い
市
場
▽
世
界
で
3
番
目
に
多
い
ユ
ニ
コ
ー

ン
を
輩
出
▽
通
貨
が
最
安
値
を
更
新
中
▽
中

国
製
品
不
買
運
動
が
国
中
で
盛
り
上
が
っ
て

い
る
▽
外
資
規
制
が
年
々
緩
く
な
っ
て
い
る

▽
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
は
日
本
の
１０
年
先
を

行
っ
て
い
る
―
―
。
イ
ン
ド
の
現
状
を
考
え

れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
日
本
企

業
の
参
入
チ
ャ
ン
ス
は
多
い
。
コ
ロ
ナ
か
ら

復
活
を
果
た
す
日
は
必
ず
来
る
。
イ
ン
ド
か

ら
は
目
が
離
せ
な
い
。

荒木英仁（あらき・ひでひと）

毎日アジアビジネス研究所シニアフェロー／インドビジネス・コンサルタント

長年、大手広告代理店「アサツー・ディ・ケイ」の海外事業に従事し、2005年か

ら９年間、同社インド法人社長。２０１４年春ニューデリー郊外の新興都市グル

ガオンにて「Casa Blanka Consulting」社を設立し、日本企業との提携を求める

インド企業を支援。また、同年監査法人「Udyen Jain & Associates」と業務提

携し、日本企業のインド進出や現地でのコンプライアンスを支援。インド最大手

私銀「ICICI　Bank」のアドバイザーや、JETROの「中小企業海外展開現地支援プ

ラットフォーム」コーディネーターも務める在印１５年強のベテラン。
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Ｉ
Ｔ
企
業
が
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
巨
額
投
資

　
北
京
で
は
連
続
５６
日
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
者
が
出
現
せ
ず
、
４
カ
月
に

わ
た
っ
て
張
り
つ
め
て
い
た
緊
張
感
が
ほ
ぐ

れ
始
め
て
い
た
。
６
月
６
日
は
、
中
国
で
は

古
来
、
「
六
六
大
順
」
と
い
い
、
「
易
経
」

に
由
来
す
る
伝
統
的
な
考
え
で
は
「
も
の
ご

と
全
て
順
調
」
の
意
味
だ
が
、
こ
の
日
か
ら

北
京
市
は
コ
ロ
ナ
警
戒
水
準
を
２
級
（
全
市

レ
ベ
ル
緊
急
対
応
水
準
）
か
ら
３
級
（
区
レ

ベ
ル
緊
急
対
応
水
準
）
に
引
き
下
げ
た
。

し
か
し
喜
び
も
つ
か
の
間
、
そ
の
５
日
後

の
６
月
11
日
―
―
東
京
都
が
「
東
京
ア
ラ
ー

ト
」
を
解
除
し
た
日
―
―
に
、
北
京
は
警
戒

水
準
２
級
へ
の
逆
戻
り
を
宣
言
し
た
。
さ
ら

に
２２
日
以
降
、
北
京
市
民
が
北
京
を
出
る
場

合
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
な
ど
、
北
京
を
出
入
り
す
る
条

件
は
す
で
に
非
常
に
厳
格
に
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
国
で
は
、
飲
食
、
旅
行
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
深
刻
な
打
撃
を
受

け
、
回
復
は
非
常
に
困
難
だ
と
見
ら
れ
て
い

る
。
一
方
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
は
異
常
な
ほ
ど

急
速
に
発
展
し
、
本
来
、
数
年
、
数
十
年
で

や
っ
と
普
及
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
が
数
週
、
数

カ
月
で
実
現
し
、
一
つ
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

を
形
成
し
、
今
年
1
月
の
感
染
症
拡
大
以
前

の
状
況
に
は
ほ
と
ん
ど
戻
っ
て
い
な
い
。
教

育
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
医
療
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
成
長
す
る
デ
ジ
タ
ル
経
済

中
国
・
陳
言

シ
テ
ィ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
デ
ジ
タ
ル

化
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
―
―
。
各
方

面
で
デ
ジ
タ
ル
化
は
急
激
に
進
ん
で
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
発
生
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｏ
Ａ
ソ

フ
ト
が
爆
発
的
に
も
て
は
や
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
日
本
で
は
多
く
の
企
業
が
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
を
使
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
開
い
て
い

る
が
、
こ
の
傾
向
は
他
国
も
同
様
で
あ
る
。

そ
の
一
日
当
た
り
の
ユ
ー
ザ
ー
数
は
昨
年
１２

月
の
１
０
０
０
万
人
か
ら
今
年
４
月
に
は
３

億
人
に
急
増
し
た
。

中
国
の
状
況
は
か
な
り
特
殊
で
あ
る
。
ア

リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た
企
業
用
イ
ン

ス
タ
ン
ト
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
、
釘
釘
（
Ｄ
ｉ

ｎ
ｇ
Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
）
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
今

年
３
月
末
現
在
、
ユ
ー
ザ
ー
数
は
３
億
人
を

超
え
、
１
５
０
０
万
社
を
上
回
る
企
業
が
こ

れ
を
使
用
し
、
１４
万
校
、
３
０
０
万
学
級
の

１
億
３
０
０
０
万
人
の
児
童
生
徒
が
こ
れ
で

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
、
６
０
０
万
人
の

教
師
が
累
計
６
０
０
０
万
時
間
の
授
業
を
行

な
っ
た
。

騰
訊
（
テ
ン
セ
ン
ト
）
会
議
（
テ
ン
セ
ン

ト
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
は
昨
年
１２
月
末
に
オ

ン
ラ
イ
ン
に
参
入
し
、
２
カ
月
以
内
に
１
日

当
た
り
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ザ
ー
数
は
１
０

０
０
万
人
を
超
え
た
。

４
月
２０
日
、
ア
リ
バ
バ
ク
ラ
ウ
ド
は
３
年

以
内
に
新
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
２
０
０
０
億
元

（
約
３
兆
円
）
を
投
入
す
る
、
と
発
表
し

た
。
５
月
８
日
、
京
東
商
城
（
Ｊ
Ｄ
・
Ｃ
Ｏ

Ｍ
）
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
デ
ジ
タ
ル
化
転
換

「
京
東
新
動
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
」
を
発
表

し
、
技
術
輸
出
能
力
を
企
業
デ
ジ
タ
ル
化
転

換
に
適
合
さ
せ
る
イ
ン
フ
ラ
の
提
供
を
打
ち

出
し
た
。
５
月
１６
日
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
ク
ラ
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ウ
ド
は
主
に
大
型
政
府
系
企
業
市
場
向
け
の

新
戦
略
を
発
表
。
５
月
２６
日
に
は
テ
ン
セ
ン

ト
が
今
後
５
年
間
に
新
イ
ン
フ
ラ
と
産
業
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
向
け
に
５
０
０
０
億
元
（
約

４
兆
５
０
０
０
億
円
）
を
投
入
す
る
、
と
発

表
し
た
。

第
三
者
研
究
機
関
、
賽
迪
顧
問
（
Ｃ
Ｃ
Ｉ

Ｄ
）
は
以
下
の
よ
う
に
予
測
し
て
い
る
。
２

０
２
５
年
ま
で
に
、
第
５
世
代
移
動
通
信
シ

ス
テ
ム
（
５
Ｇ
）
、
工
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等

の
新
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
分
野
に
お
け
る
投
資

は
１０
兆
元
（
約
１
５
０
兆
円
）
に
達
し
、
連

動
し
て
関
連
投
資
累
計
は
17
兆
元
（
約
２
５

５
兆
円
）
を
上
回
る
か
も
し
れ
な
い
。

ア
リ
バ
バ
の
ク
ラ
ウ
ド
ス
マ
ー
ト
事
業
群

最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
で
「
ダ
モ
ア

カ
デ
ミ
ー
」
の
ト
ッ
プ
で
も
あ
る
張
建
鋒
氏

の
予
測
は
次
の
と
お
り
だ
。
今
後
２
年
に
数

兆
元
（
数
十
兆
円
）
の
投
資
が
デ
ジ
タ
ル
イ

ン
フ
ラ
分
野
に
投
入
さ
れ
る
。
「
こ
れ
だ
け

の
大
量
の
資
金
投
入
が
な
け
れ
ば
、
新
イ
ン

フ
ラ
整
備
は
不
可
能
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化

は
語
れ
な
い
」
。
ま
た
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
ク
ラ

ウ
ド
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
鄭
葉
来
氏
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍

は
わ
れ
わ
れ
の
デ
ジ
タ
ル
化
能
力
を
ち
ょ
っ

と
試
し
た
程
度
だ
が
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
は
わ

れ
わ
れ
を
新
た
な
時
代
に
連
れ
て
行
く
」
と

語
る
。

　
２
０
０
３
年
に
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

(

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ)

が
中
国
を
襲
っ
た
当
時
の
携
帯

電
話
は
、
単
に
通
話
の
ツ
ー
ル
だ
っ
た
が
、

6
年
後
の
０９
年
に
は
中
国
は
３
Ｇ
時
代
に
入

り
、
今
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
襲
撃
で

は
、
移
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
依
拠
し
た
中
国

デ
ジ
タ
ル
経
済
と
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
が
巨

大
な
役
割
を
果
た
し
始
め
た
。

　
中
国
の
著
名
な
経
済
誌
「
財
経
」
（
６
月

２１
日
号
）
は
「
デ
ジ
タ
ル
化
技
術
と
新
興
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
国
民
的
防
疫
対
策
、
公

共
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
面
で
主
に
四
つ
の

貢
献
を
し
た
」
と
報
じ
た
。

第
1
は
ウ
イ
ル
ス
拡
大
の
抑
制
で
あ
る
。

政
府
は
大
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
と

連
携
し
て
、
位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
Ｌ
Ｂ

Ｓ
）
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
、
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
等
を
大
規
模
に
活
用
し
て
、
高
リ
ス
ク
症

例
を
追
跡
、
識
別
し
、
人
の
流
れ
を
制
限

し
、
人
と
人
と
の
接
触
を
最
大
限
減
ら
し

た
。コ

ロ
ナ
禍
の
間
、
ア
リ
バ
バ
ク
ラ
ウ
ド
、

京
東
デ
ジ
タ
ル
科
学
等
の
科
技
公
司
の
人
工

知
能
（
Ａ
Ｉ
）
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
投
入
さ
れ

た
。
例
え
ば
、
Ａ
Ｉ
能
力
を
備
え
た
音
声
対

話
型
ロ
ボ
ッ
ト
は
こ
の
間
、
中
央
、
地
方
政

府
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
管
理
部
門
に

お
い
て
、
一
対
一
の
電
話
応
対
を
行
な
い
、

検
査
、
通
知
、
折
り
返
し
通
知
な
ど
に
役
立

て
、
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）

の
情
報
収
集
を
支
援
し
た
。
通
常
の
電
話
応

対
ス
タ
ッ
フ
の
処
理
能
力
は
一
日
最
大
２
０

０
本
だ
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
だ
と
通
常
毎
分
１
０

０
０
本
の
電
話
が
可
能
で
あ
る
。

第
２
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
通
報
。
デ
ジ

タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
ハ
イ
テ
ク
の
効

果
的
な
支
援
に
よ
っ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報

公
開
を
実
現
し
、
一
般
市
民
の
恐
怖
心
緩
和

に
対
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
オ

ン
ラ
イ
ン
、
オ
フ
ラ
イ
ン
の
Ａ
Ｉ
問
診
シ
ス

テ
ム
が
一
般
社
会
住
民
の
焦
燥
感
を
和
ら
げ

た
。

　
第
３
は
生
活
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
保
証
で

あ
る
。
企
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、
オ
フ
ラ
イ
ン

を
併
用
す
る
Ｏ
２
Ｏ
サ
ー
ビ
ス
と
そ
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の

隔
離
期
間
中
の
基
本
的
な
生
活
需
要
を
満
足

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の
時
間
つ
ぶ
し

を
手
伝
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ラ
オ
ケ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
将
棋
な
ど
に
よ
っ
て
、
長
期
間
に
わ

た
る
家
居
の
苦
痛
と
気
持
ち
の
落
ち
込
み
を

緩
和
に
力
を
貸
し
た
。

第
４
は
生
産
意
欲
の
立
て
直
し
で
あ
る
。

全
国
各
地
の
多
く
の
企
業
が
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
応
用
し
て
営
業
を
再
開
し
て
い
る
。
突
出

的
な
の
は
消
費
者
と
の
ラ
イ
ブ
・
イ
ン
タ
ラ

ク
テ
ィ
ブ
、
弾
力
的
な
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
従
業
員
の
職
場
復
帰
を
通
じ
て
、
生
産

と
営
業
を
次
第
に
常
態
に
戻
し
て
い
る
。

外
国
語
な
ど
の
教
育
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
な
っ

て
い
る
新
東
方
は
０３
年
、
存
亡
の
危
機
を
乗

り
切
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
影
響

を
受
け
、
受
講
料
返
還
を
求
め
る
受
講
生
が

北
京
本
部
ビ
ル
の
４
階
か
ら
１
階
ま
で
並
ん

だ
。
創
始
者
の
俞
敏
洪
氏
は
友
人
ら
か
ら
１

０
０
０
万
元
（
約
１
億
５
０
０
０
万
円
）
余

を
借
り
集
め
、
何
と
か
危
機
を
乗
り
越
え

た
。
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
俞
氏

は
今
回
、
借
金
し
て
受
講
料
を
返
還
し
た
外

に
、
別
の
選
択
肢
を
用
意
し
た
。
全
国
８０
校

中
国
社
会
を
変
え
つ
つ
あ
る
デ
ジ
タ
ル
経
済
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以
上
の
分
校
、
子
会
社
の
１
０
０
万
人
以
上

の
受
講
生
を
ラ
イ
ブ
授
業
に
切
り
替
え
さ
せ

た
。
こ
れ
は
新
東
方
が
1
年
ほ
ど
前
に
立
ち

上
げ
た
た
ば
か
り
の
ク
ラ
ウ
ド
ク
ラ
ス
ル
ー

ム
シ
ス
テ
ム
が
、
急
増
し
た
ラ
イ
ブ
配
信
任

務
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
こ
う
し
た
大
量
の
ラ
イ
ブ
配
信
の

安
定
を
保
証
す
る
た
め
に
、
バ
ッ
ク
に
は
テ

ン
セ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
の
２
０
０
０
基
余
の

サ
ー
バ
ー
、
レ
ッ
ス
ン
ス
ト
レ
ー
ジ
、
ラ
イ

ブ
Ｃ
Ｄ
Ｎ
（
コ
ン
テ
ン
ツ
・
デ
リ
バ
リ
ー
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
サ
ー
ビ
ス
等
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

　
今
年
２
月
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
華
中
科
技

大
学
同
済
医
学
院
基
礎
医
学
院
、
同
付
属
武

漢
小
児
科
病
院
、
西
安
交
通
大
学
第
一
付
属

病
院
、
中
科
院
北
京
ゲ
ノ
ム
研
究
所
な
ど
多

く
の
研
究
機
関
と
連
携
し
て
、
５
種
類
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
有
効
な
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
た
。
研
究
開
発
シ

ス
テ
ム
は
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
ク
ラ
ウ
ド
を
基

に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
は
毎
晩
、

１
～
20
回
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
さ
れ
、
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
を
多
次
反
復
し
、
新
薬
研
究
開
発
の

効
率
と
ス
ピ
ー
ド
を
保
証
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
は
人
類
生

活
と
世
界
経
済
に
未
曾
有
の
破
壊
力
を
振
る

い
、
公
衆
衛
生
上
の
対
応
措
置
は
日
常
生
活

を
変
え
、
各
経
済
体
に
対
し
て
、
不
可
逆
的

な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
た
。
各
大
企
業

デ
ジ
タ
ル
経
済
技
術
が
発
揮
す
る

新
た
な
役
割

は
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
経
験
し

て
き
た
が
、
今
回
の
危
機
は
さ
ら
に
複
雑

で
、
最
大
の
難
題
は
、
一
般
的
な
問
題
は
通

常
、
短
期
的
な
準
備
で
対
応
で
き
る
が
、
期

限
が
定
ま
ら
な
い
危
機
に
対
す
る
管
理
方
法

を
い
か
に
し
て
制
定
す
る
か
、
企
業
側
が
全

く
分
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
は
社
会
的
な
シ
ス
テ
ム
運

行
と
企
業
の
危
機
対
応
の
強
靭
性
を
保
証
す

る
。
テ
ン
セ
ン
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
の
湯
道
生
Ｃ

Ｅ
Ｏ
は
「
財
経
」
記
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
も
た
ら
し
た
大

変
化
の
中
で
、
科
学
技
術
は
そ
の
広
さ
、
深

さ
、
速
さ
の
三
つ
の
次
元
で
社
会
全
体
を
変

え
た
」
と
答
え
た
。

　
具
体
的
に
言
う
と
、
広
さ
で
は
、
地
域
か

ら
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
生
活
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
発
展
さ
せ
、
例
え
ば
、
暮
ら
し
の
中
で
最

も
関
心
が
集
ま
る
教
育
、
医
療
の
分
野
で
オ

ン
ラ
イ
ン
教
育
、
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
が
出
現

し
た
。
深
さ
で
言
え
ば
、
中
央
か
ら
基
層
ま

で
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、
例
え

ば
、
健
康
コ
ー
ド
の
普
及
が
あ
る
。
速
さ
の

面
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、
オ
フ
ラ
イ
ン
の
分

離
か
ら
融
合
ま
で
の
企
業
デ
ジ
タ
ル
化
転

換
、
Ｅ
コ
マ
ー
ス
と
物
流
の
密
接
な
結
合
を

加
速
し
、
多
く
の
中
国
人
の
防
疫
生
活
の
安

定
が
基
本
的
に
保
持
さ
れ
た
。

ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
期
を
迎
え
て
も
、
上
述

の
変
化
は
直
ち
に
消
え
る
わ
け
で
は
な
く
、

ウ
イ
ル
ス
拡
散
マ
ッ
プ
、
健
康
コ
ー
ド
、
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
等
の
新
応
用
は
将
来
的
に
か

な
り
長
期
間
残
り
、
各
産
業
界
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
深
さ
の
分
野
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
ス

マ
ー
ト
製
造
を
含
め
た
１０
兆
元
（
約
１
５
０

兆
円
）
規
模
の
応
用
市
場
が
中
国
に
は
す
で

に
出
現
し
た
。

産
業
デ
ジ
タ
ル
化
と
は
、
伝
統
産
業
が
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
応
用
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
効
率
改
善
、
ビ
ジ
ネ
ス
増
進
を
通
じ
て
、

ス
マ
ー
ト
自
動
車
、
工
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

ス
マ
ー
ト
都
市
等
の
出
現
を
促
進
さ
せ
る
こ

と
、
と
解
釈
で
き
る
。

し
か
し
、
筆
者
が
特
に
重
視
し
て
い
る
事

が
あ
る
。
米
国
の
ア
ッ
プ
ル
、
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
、
テ
ス
ラ
に
比
べ
る
と
、
中
国
の
デ
ジ

タ
ル
企
業
の
発
展
は
速
い
が
、
業
務
範
囲
が

中
国
に
集
中
し
、
利
潤
も
中
国
国
内
に
由
来

し
、
国
外
に
出
て
、
世
界
各
国
に
提
供
す
る

公
共
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
な
る
に
は
、
中
国
企
業

は
も
っ
と
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

陳言（ちんげん）毎日アジアビジネス研究所シニアフェロー

　NewsPicks プロピッカー（コメンテーター）

　日本企業（中国）研究院執行院長、経済ジャーナリスト

１９６０年、北京生まれ。８２年、南京大学卒。８２～８９年

『経済日報』に勤務。８９～９９年、東京大学(ジャーナリズ

ム)、慶応大学(経済学)に留学。９９～２００３3年萩国際大学

教授。０３～１０年経済日報月刊『経済』主筆。１０年から日

本企業(中国)研究院執行院長。現在は「人民中国」副総編集長

も務める。
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シ
リ
ー
ズ
　
米
国
の
ア
ジ
ア
人
脈
　
㉒

ミ
ン
ゾ
ー
ウ
ー「
ミ
ャ
ン
マ
ー
平
和
安
全
研
究
所
」事
務
局
長

和
平
プ
ロ
セ
ス
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

　
お
い
か
わ
・
ま
さ
や
　

１
９
８
８
年
毎
日
新
聞
社
に
入
社
。
水
戸

支
局
を
経
て
、
92
年
政
治
部
。
激
動
の
日
本
政
界
を
20
年
余
り
追
い
続

け
た
。
２
０
０
５
年
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
と
し
て
米
政
界
や
外
交

を
取
材
。
13
年
北
米
総
局
長
。
16
年
４
月
か
ら
論
説
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
を
受
け
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
が
停
滞
し

て
い
る
。
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
国
家
顧
問
兼
外
相
は
自
ら
主
導
し
て
き
た
和
平
会
議
「
21
世
紀
パ
ン
ロ
ン
会
議
」
を
今
春
に
開

催
す
る
意
向
を
示
し
て
い
た
が
、
年
内
実
現
す
ら
危
う
い
状
況
だ
。
こ
の
間
に
も
国
内
の
武
力
紛
争
は
拡
大
し
て
い
る
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
平
和
プ
ロ
セ
ス
の
調
査
・
研
究
し
て
い
る
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
平
和
安
全
研
究
所
」
（Myanmar 

Institute 
for 

Peace 
and 

Security

、
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
は
７
月
に
年
次
平
和
安
全
概
観
２
０
２
０
を
発
表
す
る
。
そ
れ
を
主
導
し
て
い
る
の
が
、
ミ
ン
ゾ
ー
ウ
ー

（Min Zaw Oo

）
事
務
局
長
だ
。

毎
日
新
聞
論
説
委
員
・

毎
日
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー

及
川
正
也

■
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
す
る
和
平
交
渉

年
次
概
観
の
詳
細
な
内
容
は
７
月
７
日
に

予
定
さ
れ
て
い
る
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
発
表
さ
れ

る
が
、
主
な
ポ
イ
ン
ト
が
緊
急
リ
リ
ー
ス
と

し
て
メ
ー
ル
で
送
ら
れ
て
き
た
の
で
、
紹
介

し
て
お
き
た
い
。

年
次
概
観
は
、
２
０
１
９
年
初
頭
か
ら
２

０
２
０
年
初
頭
ま
で
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で

の
主
な
紛
争
を
ま
と
め
て
い
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ

の
調
査
が
特
徴
的
な
の
は
、
地
域
状
況
の
変

化
に
つ
い
て
、
３
０
０
項
目
以
上
に
わ
た
る

変
数
を
訓
練
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
追
跡

す
る
独
自
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
あ

る
。
こ
の
変
数
の
う
ち
、
75
の
指
標
が
紛
争

に
関
す
る
も
の
だ
。
さ
ら
に
、
紛
争
に
関
わ

る
武
装
し
た
人
々
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
の
使
用
を
監
視
し
、
そ
の
目
的
と
影
響

を
分
析
し
て
い
る
。

　
詳
細
は
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
待
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
紛
争
の
特
徴
に
つ
い

て
み
て
み
よ
う
。
リ
リ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
Ｍ

Ｉ
Ｐ
Ｓ
は
、
昨
年
中
に
起
き
た
２
つ
の
大
き

な
紛
争
に
着
目
し
て
い
る
。

１
つ
は
、
西
部
ラ
カ
イ
ン
州
と
チ
ン
州

で
は
、
仏
教
徒
の
少
数
民
族
ラ
カ
イ
ン
族

の
武
装
勢
力
「
ア
ラ
カ
ン
軍
」
（A

r
a
k
a
n 

Army

）
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
（Tatmadaw

）

と
の
戦
闘
だ
。
概
観
の
骨
子
に
よ
れ
ば
、
ア

ラ
カ
ン
軍
は
ラ
カ
イ
ン
州
の
文
民
政
府
の
解

体
を
進
め
る
一
方
、
国
軍
は
陸
上
と
海
上
で

の
優
位
を
な
ん
と
か
保
っ
て
い
る
と
い
う
。

国
連
に
よ
る
と
、
ア
ラ
カ
ン
軍
と
国
軍
と
の

戦
闘
で
こ
れ
ま
で
に
15
万
人
以
上
の
民
間
人

が
巻
き
添
え
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ラ
カ
ン
軍

は
ラ
カ
イ
ン
族
の
自
治
権
を
求
め
る
武
装
組

織
で
、
ラ
カ
イ
ン
州
か
ら
少
数
派
イ
ス
ラ
ム

教
徒
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
の
多
く
が
国
外
に
脱
出
し

た
２
０
１
７
年
以
降
に
勢
力
を
拡
大
。
国
軍

は
「
テ
ロ
組
織
」
に
指
定
し
て
い
る
。

戦
闘
は
い
ま
も
続
い
て
お
り
、
５
月
下
旬

に
も
ラ
カ
イ
ン
州
の
警
察
署
を
ア
ラ
カ
ン
軍

が
襲
撃
し
、
警
察
官
4
人
が
死
亡
し
た
。
ア

ラ
カ
ン
軍
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
と
国
軍
に
ラ

カ
イ
ン
州
か
ら
出
て
い
く
よ
う
求
め
て
い

る
。
４
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検

体
を
運
搬
中
の
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

の
車
両
が
攻
撃
さ
れ
る
事
件
が
起
き
た
。
だ

れ
の
仕
業
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　
も
う
1
つ
は
、
昨
年
８
月
に
始
ま
っ
た
北

東
部
で
の
戦
闘
だ
。
ア
ラ
カ
ン
軍
が
北
東
部

の
反
政
府
勢
力
タ
ア
ン
民
族
解
放
軍
と
ミ
ャ
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ミンゾーウーＭＩＰＳ事務局長

＝ＭＩＰＳのホームページより

ン
マ
ー
民
族
民
主
同
盟
軍
と
と
も
に
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
と
中
国
南
部
を
結
ぶ
輸
送
ル
ー
ト
で

大
規
模
な
攻
撃
を
仕
掛
け
た
。
道
路
は
２
週

間
に
わ
た
り
寸
断
さ
れ
た
が
、
国
軍
が
押
し

返
し
て
優
位
に
立
ち
、
散
発
的
な
戦
闘
は
今

年
初
め
ま
で
続
い
た
。

こ
う
し
た
事
態
を
踏
ま
え
、
今
年
１
月
に

は
政
府
と
の
全
国
停
戦
合
意
文
書
（
Ｎ
Ｃ

Ａ
）
に
署
名
し
た
少
数
民
族
武
装
勢
力
（
10

勢
力
）
が
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
最
高
レ
ベ
ル

会
議
「
共
同
調
整
会
議
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｍ
）
」
を

開
催
し
た
。
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
氏
は
18

年
以
降
開
か
れ
て
い
な
い
「
21
世
紀
パ
ン
ロ

ン
会
議
」
再
開
を
呼
び
掛
け
た
が
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
で
和
平
交
渉
は
中
断
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
概
観
で
は
、
比
較
的
に
安
定
し
た

地
域
情
勢
も
報
告
さ
れ
る
予
定
だ
。
た
と
え

ば
、
北
部
カ
チ
ン
州
で
は
、
２
０
１
８
年
に

停
戦
合
意
に
達
し
た
国
軍
と
カ
チ
ン
独
立
軍

は
多
少
の
小
競
り
合
い
は
あ
る
も
の
の
、

「
直
接
交
渉
に
エ
ン
ゲ
ー
ジ
し
、
難
民
の
帰

還
で
も
協
力
し
て
い
る
」
と
い
う
。

ミ
ン
ゾ
ー
ウ
ー
氏
は
リ
リ
ー
ス
で
、
「
今

回
の
レ
ビ
ュ
ー
を
２
０
１
８
年
、
２
０
１
９

年
の
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
今
後
の

和
平
プ
ロ
セ
ス
の
進
展
を
見
通
す
こ
と
が
で

き
る
。
民
間
人
へ
の
被
害
、
戦
闘
員
死
傷
者

の
推
定
も
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
で
き

る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

■
米
国
で
学
ん
だ
紛
争
解
決
の
手
法

ミ
ン
ゾ
ー
ウ
ー
氏
は
、
21
年
の
亡
命
生
活

を
経
て
２
０
１
２
年
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
帰
還

し
た
政
治
活
動
家
で
あ
る
。
帰
還
後
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
始
ま
っ
た
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
当
初

か
ら
関
わ
っ
て
き
た
。
現
在
は
、
世
界
銀
行

や
ア
ジ
ア
財
団
な
ど
多
く
の
国
際
機
関
・
団

体
の
支
援
を
受
け
る
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
の
ト
ッ
プ
と

し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
「
和
平
委
員
会
」

の
顧
問
も
務
め
る
ミ
ン
氏
だ
が
、
こ
の
原
点

は
米
国
に
あ
る
。

ミ
ン
氏
は
、
米
南
部
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
に
あ

る
州
立
ジ
ョ
ー
ジ
メ
イ
ソ
ン
大
学
で
紛
争
分

析
・
解
決
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る
名
門

ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
で
安
全
保
障
研
究
の

修
士
号
を
そ
れ
ぞ
れ
取
得
し
、
さ
ら
に
ジ
ョ

ー
ジ
メ
イ
ソ
ン
大
学
で
紛
争
分
析
・
解
決
の

博
士
号
を
取
得
し
た
。

米
国
で
関
わ
っ
た
仕
事
で
は
、
１
９
９
４

年
に
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
（
民
主
党
）
の
ゴ
ア

副
大
統
領
の
指
示
で
創
設
さ
れ
た
「
ポ
リ
テ

ィ
カ
ル
・
イ
ン
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
・
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
」
（P

o
l
i
t
i
c
a
l
 
I
n
s
t
a
b
i
l
i
t
y 

Task Force
、
Ｐ
Ｉ
Ｔ
Ｆ
）
に
参
画
し
た
こ

と
が
特
筆
さ
れ
る
。

Ｐ
Ｉ
Ｔ
Ｆ
は
米
政
府
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な

っ
て
い
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
い
わ
ゆ

る
「
失
敗
国
家
」
や
「
破
綻
国
家
」
を
対
象

と
す
る
国
内
外
に
お
け
る
紛
争
分
析
と
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
担
っ
て
い
る
。
統
治
機
構
の

有
用
性
や
国
際
貿
易
の
関
与
度
、
国
内
の
人

口
動
態
な
ど
を
分
析
し
、
国
家
が
ど
う
い
う

場
合
に
不
安
定
に
な
る
か
の
様
々
な
研
究
を

し
て
い
る
。

１
９
５
５
年
以
降
の
革
命
や
民
族
紛
争
、

政
権
転
覆
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
や
偏
向
政
治
な

ど
の
項
目
に
つ
い
て
基
準
を
設
け
て
程
度
を

分
類
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
い
る
。

「
１
０
０
の
問
題
事
例
」
の
研
究
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
に
80
事
例
の
民
族
紛
争

や
１
１
５
事
例
の
政
権
転
覆
、
41
事
例
の
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
な
ど
を
研
究
し
て
き
た
。

紛
争
解
決
は
ミ
ン
氏
の
専
門
分
野
で
あ

り
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
分
析
の
手
法
は
、
Ｍ

Ｉ
Ｐ
Ｓ
で
の
デ
ー
タ
重
視
の
分
析
手
法
に
通

じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
Ｐ
Ｉ
Ｔ

Ｆ
は
い
ま
も
活
動
を
続
け
て
お
り
、
２
０
１

７
年
１
月
の
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
発
足
時
に

は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
大
統
領
就
任
に
抗
議
し

て
辞
任
す
る
メ
ン
バ
ー
が
出
た
こ
と
で
話

題
に
な
っ
た
。
辞
任
し
た
ポ
モ
ナ
・
カ
レ

ッ
ジ
の
コ
リ
ン
・
ベ
ッ
ク
准
教
授
は
「
２

０
１
７
年
に
世
界
で
最
も
政
治
的
不
安
定

（p
o
l
i
t
i
c
a
l
 
i
n
s
t
a
b
i
l
i
t
y

）
の
源
と
な

る
の
は
米
国
政
府
の
政
権
で
あ
ろ
う
」
と
辞

任
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
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ミ
ン
氏
の
紛
争
問
題
に
関
す
る
情
報
分
析

は
、
世
界
有
数
の
情
報
機
関
で
も
重
用
さ
れ

た
。
米
国
防
総
省
の
特
殊
作
戦
軍
の
対
テ
ロ

担
当
者
ら
に
回
覧
さ
れ
る
「
カ
ウ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ウ

ィ
ー
ク
リ
ー
」
に
分
析
記
事
を
寄
稿
し
て
い

た
こ
と
も
あ
る
。
ミ
ン
氏
は
ワ
シ
ン
ト
ン
郊

外
の
都
市
ベ
セ
ス
ダ
に
あ
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク

「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー

ト
」
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
政
情
分
析
や
選

挙
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
し
て
い

る
。ミ

ャ
ン
マ
ー
に
帰
還
後
、
当
時
の
テ
イ
ン

セ
イ
ン
大
統
領
が
２
０
１
２
年
に
創
設
し
た

「
平
和
構
築
委
員
会
」
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ピ

ー
ス
セ
ン
タ
ー
）
の
停
戦
交
渉
・
実
行
担
当

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任
し
た
。
国
際
機
関
の

支
援
も
受
け
た
平
和
構
築
委
員
会
は
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
政
府
と
国
内
の
少
数
民
族
武
装
勢
力

と
の
和
平
実
現
を
目
的
と
し
た
組
織
だ
っ

た
。テ

イ
ン
セ
イ
ン
政
権
は
２
０
１
５
年
に
少

数
民
族
武
装
勢
力
８
組
織
と
初
め
て
全
国
停

戦
合
意
文
書
（
Ｎ
Ｃ
Ａ
）
に
署
名
し
た
。
こ

れ
に
尽
力
し
た
の
が
ミ
ン
氏
で
あ
る
。
和
平

プ
ロ
セ
ス
へ
の
貢
献
か
ら
後
に
大
統
領
表
彰

を
授
与
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｃ
Ａ
は
そ
の
後
も
拡
大

し
、
２
０
１
６
年
に
発
足
し
た
ア
ウ
ン
サ
ン

ス
ー
チ
ー
氏
率
い
る
国
家
民
主
同
盟
（
Ｎ
Ｌ

Ｄ
）
政
権
は
２
０
１
８
年
に
２
組
織
と
新
た

に
停
戦
合
意
を
結
び
、
Ｎ
Ｃ
Ａ
署
名
組
織
は

い
ま
の
10
に
な
っ
た
。

現
在
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
平
和
安
全
研
究
所

（
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
と
し
て
和
平
の
対
話
と
安
全
の
保
証

を
支
援
す
る
た
め
に
引
き
続
き
和
平
プ
ロ
セ

ス
の
分
析
と
実
行
を
主
導
し
て
い
る
。

し
か
し
、
冒
頭
の
通
り
、
停
戦
合
意
は
２

年
前
を
最
後
に
大
き
な
進
展
は
な
い
。
ミ
ン

氏
は
今
回
の
概
観
の
公
表
を
前
に
政
府
と
武

装
勢
力
の
双
方
に
こ
う
呼
び
か
け
た
。
「
政

府
は
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
を
効
果
的
に
実
施
す

る
た
め
に
和
平
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
を
修

正
し
、
よ
り
多
く
の
技
術
的
リ
ソ
ー
ス
を
提

供
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
民

族
武
装
グ
ル
ー
プ
は
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
へ
の

悪
影
響
を
低
減
す
る
た
め
に
派
閥
間
の
闘
争

を
解
決
す
る
方
法
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ

る
」
。
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シ
リ
ー
ズ
　
米
国
の
ア
ジ
ア
人
脈
⑥

シ
リ
ー
ズ
　
駐
日
大
使
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
③
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国

インタビューに答えるウン・ラチャナ・カンボジア王国大使

＝東京都港区のカンボジア大使館で清宮克良撮影

平
和
と
安
定
、
世
界
６
位
の
急
成
長

投
資
で
産
業
構
造
転
換
図
る

コ
ロ
ナ
国
内
感
染
ほ
ぼ
封
じ
込
め

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
世
界

を
席
巻
し
て
い
ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
状
況

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ウ
ン
・
ラ
チ
ャ
ナ
大
使
　
６
月
１６
日
時
点

の
感
染
者
数
は
１
２
８
人
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

国
民
が
５７
人
、
外
国
人
が
７１
人
で
す
。
こ
の

時
点
で
１
２
５
人
は
完
全
に
回
復
し
、
３
人

が
入
院
中
で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
感
染
者
が

　

毎
日
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
が
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
各
国
の
新
興
国
か
ら
の
駐
日

大
使
に
、
自
国
の
経
済
的
な
魅
力
や
投
資
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
く
「
大
使
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
。
今
月
は
１
９
８
０
年
代
の
混
乱
か
ら
平
和
と
安
定
を
取
り
戻
し
、

順
調
な
経
済
成
長
を
続
け
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
。
「
ネ
ク
ス
ト
・
チ
ャ
イ
ナ
」
「
ネ
ク
ス

ト
・
タ
イ
」
の
進
出
先
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
同
国
の
、
ウ
ン
・
ラ
チ
ャ
ナ
駐
日
大
使
に

聞
い
た
。

【
毎
日
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
・
西
尾
英
之
】

ウ
ン
・
ラ
チ
ャ
ナ
駐
日
大
使

Kingdam of
    Cambodia

外
国
か
ら
の
入
国
者
に
よ
る
も
の
で
、
す
べ

て
の
感
染
者
を
追
跡
し
濃
厚
接
触
者
を
隔
離

す
る
対
策
チ
ー
ム
の
努
力
の
お
か
げ
で
、
国

内
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
は
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
。

―
―
政
府
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
経

済
へ
の
影
響
を
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

大
使

今
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
マ
イ
ナ

ス
１
・
９
％
に
落
ち
込
む
予
想
で
す
。
し
か
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農
業
、
電
子
機
器
分
野
に
好
機

高層ビルの建築も進むカンボジアの首都プノンペン

＝大使館提供、ロス・サンティ氏撮影

し
来
年
に
は
３
・
５
％
の
プ
ラ
ス
成
長
に
ま

で
回
復
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

―
―
世
界
的
な
感
染
拡
大
前
ま
で
は
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
は
世
界
で
も
有
数
の
経
済
成
長
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
何
が
急
成
長
の
原
動
力

に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

大
使

我
が
国
の
１
９
９
５
年
か
ら
２
０

１
８
年
ま
で
の
経
済
成
長
率
は
平
均
で
７
・

７
％
。
世
界
で
も
６
位
の
急
速
な
成
長
で
、

２
０
１
５
年
に
は
「
下
位
中
所
得
国
」
の
仲

間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
の

成
長
率
は
７
・
１
％
、
国
民
一
人
当
た
り
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
１
６
７
９
米
ド
ル
で
す
。
今
後
、
２

０
３
０
年
に
「
上
位
中
所
得
国
」
、
５０
年
に

は
「
高
所
得
国
」
入
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
国
の
平
和
と
政
治
的
安
定
が
我
が
国
の
経

済
成
長
の
原
動
力
で
す
。
国
連
の
監
視
下
で

１
９
９
３
年
に
最
初
の
民
主
的
な
選
挙
が
実

施
さ
れ
、
９８
年
以
降
は
完
全
な
和
平
が
実
現

し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
２
０
１
８
年
７
月

に
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
フ
ン
・
セ
ン
首
相

の
続
投
が
決
ま
り
ま
し
た
。

順
調
な
投
資
も
成
長
を
支
え
て
き
ま
し

た
。
外
国
か
ら
の
直
接
投
資
を
奨
励
す
る
投

資
法
が
存
在
し
、
政
府
は
投
資
家
の
声
を
直

接
聞
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
１
９
９
９
年
か
ら
毎

年
開
催
。
投
資
家
か
ら
直
接
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
受
け
取
る
機
会
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
と
の
間
で
は
２
０
０
７
年
か
ら
単
独

で
、
政
府
と
民
間
の
投
資
家
の
会
合
を
開
い

て
い
ま
す
。

―
―
海
外
投
資
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
経
済
に
海

外
投
資
が
果
た
す
役
割
は
何
で
し
ょ
う
。

大
使

国
内
、
海
外
を
問
わ
ず
投
資
は
我

が
国
の
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
投
資
は
雇
用
を
生
み
出
し
、
国
民
の
収

入
を
増
や
し
ま
す
。
ま
た
投
資
家
が
持
ち
込

む
新
た
な
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
で
、
我
が
国
労

働
者
の
能
力
も
高
ま
り
ま
す
。
政
府
は
労
働

集
約
型
か
ら
熟
練
労
働
型
に
産
業
構
造
の
転

換
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
か
ら
も
投

資
は
非
常
に
重
要
で
す
。

―
―
日
本
企
業
に
は
ど
の
よ
う
な
分
野
へ

の
投
資
を
期
待
し
ま
す
か
。

大
使

政
府
は
我
が
国
産
業
の
熟
練
型
産

業
へ
の
転
換
や
、
農
業
分
野
の
産
業
の
拡
大

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
我
が
国
は
農
業
国
で

す
が
、
食
品
加
工
産
業
は
未
発
達
で
す
。
私

は
現
時
点
で
は
、
農
業
や
食
品
加
工
産
業
は

と
て
も
よ
い
投
資
先
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
電
子
機
器
分
野
も
重
要
で
す
。
日
本
の

電
器
部
品
メ
ー
カ
ー
「
ミ
ネ
ベ
ア
」
（
ミ
ネ

ベ
ア
ミ
ツ
ミ
、
本
社
・
長
野
県
御
代
田
町
）

は
２
０
１
１
年
か
ら
プ
ノ
ン
ペ
ン
経
済
特
区

で
小
型
モ
ー
タ
ー
や
チ
ッ
プ
を
生
産
。
現
在

で
は
工
場
を
３
棟
に
増
築
し
て
７
０
０
０
人

以
上
を
雇
用
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
最
大
の
日
系

企
業
で
す
。
日
本
企
業
は
ミ
ネ
ベ
ア
の
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
の
道
筋
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。



15
毎日アジアビジネスレポート　2020年7月号

　
―
―
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
は
日
本
の
イ
オ

ン
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
オ
ー
プ

ン
し
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

大
使

企
業
は
需
要
の
な
い
と
こ
ろ
に
進

出
し
ま
せ
ん
。
イ
オ
ン
は
２
０
１
４
年
に
プ

ノ
ン
ペ
ン
に
最
初
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

を
オ
ー
プ
ン
。
１８
年
に
は
２
号
店
が
オ
ー
プ

ン
し
、
２３
年
に
は
３
号
店
も
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
で
す
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル
を
訪
れ
る
客

は
、
大
部
分
が
地
元
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
で

す
。
経
済
成
長
で
収
入
が
増
加
し
、
購
買
力

の
あ
る
中
間
層
が
育
っ
て
い
る
の
で
す
。

―
―
カ
ン
ボ
ジ
ア
経
済
は
中
国
の
影
響
を

強
く
受
け
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
や
米
中
摩
擦
で
中
国
経
済
の
先
行
き
は

不
透
明
で
す
が
、
影
響
は
あ
る
で
し
ょ
う

か
。大

使

よ
く
聞
か
れ
る
質
問
で
す
が
、
実

際
に
は
我
が
国
と
中
国
と
の
貿
易
額
は
他
の

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
と
比
べ
て
も
そ
れ
ほ
ど
大

き
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
米

中
摩
擦
な
ど
を
受
け
て
日
本
な
ど
各
国
の
企

業
は
、
中
国
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
他
国
へ
生

産
拠
点
を
移
す
動
き
を
強
め
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
日
本
の
み
な
さ
ん
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を

「
次
の
投
資
先
」
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
す
。

２０１４年に開業したイオンモール１号店＝プノンペン市内で内藤絵美撮影

ウン・ラチャナ大使
（Ambassador UNG Rachana）

１９６９年５月生まれ。９１年外務国際協力省入省。２０００～

０４年在アーストラリア大使館一等書記官。０４年から１３年ま

でナムホン副首相兼外相のASEAN担当補佐官を務め、この間ASEAN

局次長などを歴任。１７年アジア太平洋局長、１８年１０月より

駐日全権大使。母国語のクメール語のほか英語とロシア語。家族

は妻と子供２人。
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シ
リ
ー
ズ「
中
国
商
務
熱
点
」⑨
　
人
民
日
報
の
視
点

大
学
生
の
新
た
な
選
択
肢
の
一
つ

農
業
で
の
起
業

　
農
業
基
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
す
ぐ

近
く
に
は
天
然
木
の
枝
で
作
ら
れ
た
木
枠
が

置
か
れ
て
い
て
、
そ
の
上
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ザ
イ
ン
の
多
肉
植
物
が
所
狭
し
と
並
べ

ら
れ
て
い
た
。
ま
た
遠
く
の
方
に
は
8
棟
の

ビ
ニ
ー
ル
温
室
や
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
エ
リ

ア
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
エ
リ
ア
が
設
け
ら
れ
て

い
た
。

　
湖
南
省
長
沙
市
望
城
区
靖
港
鎮
に
あ
る
こ

の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
農
業
基
地
は
、
や

や
質
素
な
つ
く
り
な
が
ら
も
、
栽
培
・
販
売

か
ら
農
業
観
光
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

業
態
を
網
羅
し
て
お
り
、
周
辺
住
民
が
レ

ジ
ャ
ー
娯
楽
や
農
業
体
験
を
行
う
上
で
絶
好

の
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
基
地
の
責
任
者

は
、
中
南
林
業
科
技
大
学
を
昨
年
卒
業
し
た

ば
か
り
の
譚
俊
さ
ん
。
１
９
９
５
年
生
ま
れ

の
譚
さ
ん
は
、
地
元
の
方
言
を
話
し
、
い
つ

も
ビ
ニ
ー
ル
温
室
や
畑
で
仕
事
を
し
て
い
る

た
め
、
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
て
お
り
、
一
見

す
る
と
ま
る
で
長
年
農
業
に
携
わ
っ
て
き
た

ベ
テ
ラ
ン
の
よ
う
な
風
貌
だ
。

２
０
１
７
年
、
当
時
大
学
2
年
生
だ
っ
た

譚
さ
ん
は
、
大
学
で
学
ん
だ
知
識
を
1
日
も

早
く
実
際
に
運
用
し
て
み
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。
「
手
始
め
に
、
寝
室
の
ベ
ラ
ン

ダ
で
多
肉
植
物
を
育
て
た
。
そ
の
後
、
種
類

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
た
の
で
、
実
家
の

畑
に
竹
製
の
小
屋
を
作
っ
た
。
同
時
に
、
ラ

イ
ブ
配
信
に
よ
る
直
売
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
ラ
イ
ブ
配
信
1
回
あ
た
り
の
売
上
は
１

０
０
～
２
０
０
元
（
1
元
は
約
15
・
１
円
）

に
上
り
、
そ
れ
は
私
の
1
週
間
分
の
生
活
費

に
相
当
す
る
額
だ
っ
た
」
と
譚
さ
ん
は
当
時

を
振
り
返
る
。

譚
さ
ん
は
、
多
肉
植
物
の
栽
培
に
適
し
た

長
沙
郊
外
の
栄
養
土
を
配
合
し
、
そ
れ
ま
で

学
ん
で
き
た
園
林
に
関
す
る
知
識
を
用
い

て
、
精
緻
な
多
肉
植
物
の
盆
栽
を
数
多
く

作
っ
た
。
さ
ら
に
、
実
践
の
中
で
学
び
得
た

知
識
を
も
と
に
理
論
を
構
築
し
、
在
学
期
間

中
に
、
「
湖
北
地
区
の
屋
根
緑
化
に
お
け
る

多
肉
植
物
の
よ
り
良
い
運
用
方
法
」
を
研
究

テ
ー
マ
と
す
る
研
究
課
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

申
請
し
た
。

　
２
０
１
９
年
、
卒
業
の
年
を
迎
え
た
譚
さ

ん
は
、
二
者
択
一
の
難
問
に
直
面
し
た
。
多

肉
植
物
の
栽
培
を
こ
の
ま
ま
続
け
る
の
か
、

あ
る
い
は
親
た
ち
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
安
定
し
た
良
い
仕
事
を
探
す
べ
き
か
。

「
在
学
中
、
親
た
ち
は
み
な
、
私
が
新
し
い

物
事
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
応
援
し
て
く
れ

た
。
だ
が
、
私
が
い
ざ
農
村
に
根
を
下
ろ

し
、
新
型
農
業
を
始
め
る
準
備
を
す
る
段
に

な
る
と
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
反
対
す
る
意
見
を

耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
親
戚
や
隣
人
た

ち
は
、
私
が
故
郷
に
戻
る
と
、
も
は
や
前
途

は
な
い
と
感
じ
て
い
た
よ
う
だ
」
と
譚
さ
ん

は
話
す
。

　
現
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
支
援
の
も

と
、
譚
さ
ん
は
年
間
1
万
元
で
約
０
・
４７
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
借
り
受
け
た
。
こ
れ
に

自
分
の
家
の
０
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
分
を
加
え

5
月
14
日
、
ラ
イ
ブ
配
信
で
多
肉
植
物
を
販
売
す

る
故
郷
の
山
東
省
臨
沂
市
輝
山
村
に
戻
り
起
業
し

た
劉
永
軍
さ
ん
（
撮
影
：
杜
昱
葆/

人
民
図
片
）



17
毎日アジアビジネスレポート　2020年7月号

ツ
を
栽
培
し
て
い
る
。
望
城
区
に
は
同
じ
よ

う
な
基
地
が
ほ
か
に
も
あ
り
、
袁
虎
さ
ん

（
34
）
が
営
む
水
稲
合
作
社
の
規
模
は
約
１

７
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、

20
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
丁
勝
さ
ん
も
、
約

13
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
水
田
で
水
稲
栽
培
を

行
っ
て
い
る
。

２
０
１
９
年
、
譚
さ
ん
の
多
肉
植
物
基
地

の
販
売
収
入
額
は
80
万
元
を
上
回
っ
た
。
多

肉
植
物
Ｄ
Ｉ
Ｙ
エ
リ
ア
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
エ

リ
ア
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
新
た
に
開
設

し
、
1
ム
ー
（
約
０
・
０
６
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
あ
た
り
の
平
均
年
産
額
は
、
一
般
の
果

実
・
野
菜
栽
培
を
は
る
か
に
上
回
る
約
10
万

元
に
達
し
た
。
今
年
3
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
、
譚
さ
ん
の
多
肉

植
物
基
地
の
販
売
収
入
も
例
年
の
3
分
の
1

ほ
ど
に
落
ち
込
ん
だ
。

こ
ん
な
非
常
時
に
限
っ
て
、
農
業
起
業
家

に
と
っ
て
最
も
怖
い
自
然
災
害
も
襲
来
し
て

し
ま
っ
た
。
大
風
で
複
数
の
ビ
ニ
ー
ル
温
室

が
全
て
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
い
、
計
り
知
れ
な

い
損
失
を
被
っ
た
譚
さ
ん
だ
っ
た
が
、
多
方

面
か
ら
の
援
助
を
受
け
て
、
現
地
の
農
業
部

門
が
支
給
す
る
被
災
補
助
金
が
申
請
で
き
る

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
で
最
大
の
ピ
ン
チ

を
乗
り
越
え
た
。

今
後
、
譚
さ
ん
は
、
技
術
価
値
が
よ
り
高

い
多
肉
植
物
の
品
種
を
栽
培
し
、
商
品
の
平

均
単
価
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い

る
。
「
10
万
株
以
上
の
多
肉
植
物
を
栽
培
し

て
い
る
と
は
い
え
、
平
均
単
価
は
わ
ず
か
4

～
5
元
、
高
級
品
種
の
割
合
は
20
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
す
で
に
成
熟
し
持
続
発
展
の

潜
在
力
を
備
え
た
多
肉
植
物
基
地
と
は
、
ま

だ
ま
だ
大
き
な
差
が
あ
る
」
と
譚
さ
ん
。
最

近
で
は
彼
の
基
地
を
母
校
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
拠
点
に
組
み
入
れ
た
い
と
、
母
校
の

関
係
者
が
訪
れ
た
と
い
う
。

ま
た
今
年
も
就
活
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き

た
。
ネ
ッ
ト
の
力
を
借
り
て
故
郷
に
戻
り
起

業
す
る
こ
と
を
望
む
後
輩
た
ち
が
、
譚
さ
ん

の
経
験
を
請
う
た
め
に
連
絡
し
て
き
て
い
る

と
い
う
。
「
今
、
レ
ジ
ャ
ー
農
村
や
農
業
の

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
農
村
電
子
商
取

引
な
ど
の
新
業
態
が
絶
え
間
な
く
生
ま
れ
て

き
て
い
る
。
今
後
ま
す
ま
す
、
知
識
や
新
た

な
理
念
を
持
ち
、
技
術
に
対
す
る
理
解
が
深

い
若
者
は
、
郷
村
に
と
っ
て
必
要
な
存
在
と

な
る
だ
ろ
う
。
若
い
人
が
現
地
の
状
況
と
結

び
付
け
、
自
分
自
身
の
専
門
性
と
い
う
優
位

性
を
十
分
に
発
揮
し
さ
え
す
れ
ば
、
そ
し
て

困
難
に
打
ち
勝
つ
と
い
う
心
構
え
さ
え
し
っ

か
り
と
持
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
郷
村
は
、
彼

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
才
能
を
開
花
さ
せ
る
た
め

の
大
舞
台
と
な
る
に
違
い
な
い
」
と
譚
さ
ん

は
結
ん
だ
。
【
人
民
日
報
記
者
・
孫
超
、
竇

瀚
洋
、
巨
雲
鵬
】

て
、
何
と
か
多
肉
植
物
栽
培
基
地
の
形
が
出

来
上
が
っ
た
。
譚
俊
さ
ん
は
そ
の
後
、
農
業

で
起
業
し
た
若
者
が
本
当
に
多
い
と
い
う
事

実
を
発
見
す
る
。
彼
の
基
地
か
ら
わ
ず
か
2

～
3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
も
そ

う
し
た
若
者
の
基
地
が
あ
っ
た
。
１
９
９
３

年
生
ま
れ
の
同
窓
生
の
曾
世
傑
さ
ん
も
農
業

基
地
を
設
立
し
、
野
菜
や
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー

4
月
10
日
午
前
、
江
蘇
省
淮
安
市
皇
達
花
卉
胡
蝶

蘭
基
地
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上

で
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い
、
胡
蝶
蘭
を
紹
介
・
販
売

す
る
花
農
家
（
撮
影
：
王
昊/

人
民
図
片
）

6
月
6
日
、
湖
南
省
婁
底
市
婁
星
区
杉
山
鎮
農
聯

村
楊
梅
栽
培
基
地
で
、
楊
梅
（
ヤ
マ
モ
モ
）
摘
み

を
体
験
し
て
楽
し
む
観
光
客
（
撮
影
：
李
健/

人

民
図
片
）



18
毎日アジアビジネスレポート　2020年7月号

劉軍国のミニ解説

　民は食をもって天となし、国は農業を基本とする。中国はこれまでずっと農業の発展を

非常に重視してきた。都市化が盛んに進むなかで、かつて多くの農村人口が農村を離れ、

都市へと向かった。2017年の中国共産党第19回全国代表大会報告は農村振興戦略の実施を

提起し、産業振興、住みやすい環境、農村の文明的な気風、効果的なガバナンス、豊かな

生活という全体要求を打ち出した。 

　農村振興を大きな背景として、中国の農村では発展の余地が広がり、多くの人が発展の

機会を求めて都市から農村に戻った。統計によると、中国で2018年に農村へUターンして起

業した人は前年同期比40万人増の累計780万人に達し、そのうち高校・中等専門学校・専門

学校卒以上の学歴を持つ人が40％を占めた。

　農村の振興において、産業は基盤であり、人材がカギとなる。かつて都市で生活し働い

ていた若者が農村に戻り、農村の産業発展に新たな活力を注ぎ込む一方で、農村のほうも

若者が才能を発揮し、事業をやり、起業するために広い舞台を提供し、彼らがアイディア

を形にし、夢を実現できる場となっている。

　農村の振興がさらに進むにつれて、ますます多くの人が、日本企業を含む外国企業にと

って、中国では都市だけでなく農村もすでに投資が集中する対象となり、協力とウィンウ

ィンの舞台となっていることに気づいている。

劉軍国　人民日報東京支局長

 １９８６年山東省青州市生まれ。北京外国語大の日本学研究センターの日

本社会経済コースで修士課程を修了、在学中に横浜国立大で客員研究員。

　２０１１年１２月から１６年１月、１７年１１月から現在まで日本駐

在。著書の「温故創新」（日本僑報）では安倍晋三首相、福田康夫元首

相、二階俊博自民党幹事長ら日本の政界・財界・学術界など各界の人々を

取材し、新中国70年の発展成果などについての生の声をまとめた。
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シ
リ
ー
ズ
・
タ
イ
の
農
水
産
物
加
工
品
①

国
土
生
か
し
た
農
水
産
国
・
タ
イ

付
加
価
値
高
め
日
本
の
食
卓
へ

　
自
動
車
な
ど
の
生
産
拠
点
が
集
中
し
工
業
国
と
し
て
の
地
位
を
固
め
る
タ
イ
。
一
方
で
、

豊
か
な
国
土
と
海
を
生
か
し
た
農
水
産
業
は
依
然
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
８
・
５
％
（
２
０
１
７
年
）
、

就
労
者
は
全
労
働
人
口
の
４２
％
を
占
め
、
同
国
の
主
要
産
業
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
近
年
で

は
一
次
産
品
を
加
工
し
て
付
加
価
値
を
高
め
る
大
規
模
な
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
（
農
業
関
連
産

業
）
が
発
展
し
、
多
く
の
農
水
畜
産
物
加
工
品
が
日
本
へ
と
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
家
庭
内
の
食
品
需
要
が
伸
び
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
タ
イ
産
加
工
食

品
を
手
に
す
る
機
会
も
増
え
て
い
る
。
日
本
の
食
卓
に
並
ぶ
タ
イ
産
農
産
物
加
工
品
を
、
今

月
か
ら
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
す
る
。
　
【
毎
日
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
・
西
尾
英
之
】

唐
揚
げ
、
さ
さ
み
天
、
つ
く
ね
―
―
。
売

り
場
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
ず
ら
り
と
並
ぶ
鶏

肉
を
加
工
し
た
冷
凍
食
品
の
数
々
。
「
冷
凍

食
品
唐
揚
げ
売
上
ナ
ン
バ
ー
１
の
『
特
か

ら
』
を
は
じ
め
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
す
べ
て

当
社
の
タ
イ
の
工
場
で
生
産
し
て
い
る
製
品

で
す
」
。
冷
凍
食
品
大
手
「
ニ
チ
レ
イ
フ
ー

ズ
」
（
本
社
・
東
京
都
中
央
区
）
の
小
幡
修

平
・
海
外
生
産
管
理
部
長
は
話
す
。

日
本
の
家
庭
で
人
気
の
高
い
冷
凍
唐
揚
げ

な
ど
の
鶏
肉
加
工
冷
凍
食
品
は
、
日
本
が
タ

イ
か
ら
輸
入
す
る
農
水
畜
産
物
加
工
品
の
代

表
選
手
だ
。
政
府
の
貿
易
統
計
に
よ
る
と
２

０
１
９
年
、
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
た
鶏
肉
調

製
品
（
主
に
冷
凍
食
品
）
は
金
額
ベ
ー
ス
で

２
６
３
８
億
円
。
こ
の
う
ち
タ
イ
か
ら
の
輸

入
が
１
７
０
１
億
円
に
上
る
。

小
幡
部
長
に
よ
る
と
、
タ
イ
の
鶏
肉
の
年

間
生
産
量
は
約
３
３
０
万
ト
ン
。
こ
の
う
ち

約
４４
万
ト
ン
が
日
本
向
け
に
輸
出
さ
れ
、
う

ち
約
３０
万
ト
ン
が
主
に
冷
凍
食
品
な
ど
の
加

工
品
、
残
り
は
未
加
工
の
冷
凍
鶏
肉
の
形
で

日
本
に
入
っ
て
く
る
。

鶏
肉
生
産
量
ト
ッ
プ
10
に
入
る
鶏
肉
大
国

タ
イ
で
飼
育
さ
れ
る
ニ
ワ
ト
リ
の
、
１１
羽
に

１
羽
が
唐
揚
げ
な
ど
の
冷
凍
食
品
と
な
っ
て

日
本
の
食
卓
に
上
る
計
算
だ
。
ち
な
み
に
ニ

チ
レ
イ
フ
ー
ズ
の
製
品
は
３０
万
ト
ン
の
う
ち

５
万
ト
ン
強
。
冷
食
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
と
い
う
。

ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
は
１
９
８
９
年
、
タ
イ

企
業
と
合
弁
で
サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ー
ン
県
に

人
気
の
「
冷
凍
唐
揚
げ
」

日
本
基
準
の
品
質
で
大
量
生
産

ショーケースに並ぶ鶏肉を加工したニチレイフーズ

の冷凍食品のラインナップ。並んでいるのはすべて

タイの工場で生産された製品だ

＝東京都内で西尾撮影
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産
鶏
肉
冷
凍
食
品
の
生
産
、
日
本
へ
の
輸
出

を
拡
大
し
て
き
た
。
今
年
秋
に
は
Ｇ
Ｆ
Ｎ
社

の
第
２
工
場
も
稼
働
を
開
始
す
る
予
定
だ
。

　
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
社
は
鶏
肉
を
部
位
ご
と
に
買

い
入
れ
て
加
工
。
Ｇ
Ｆ
Ｎ
社
は
ニ
ワ
ト
リ
を

１
羽
ご
と
買
い
取
り
加
工
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｆ
社
は
ほ
ぼ
全
量
が
日
本
向
け
輸
出
だ

が
、
Ｇ
Ｆ
Ｎ
社
は
日
本
人
に
人
気
の
あ
る
モ

モ
肉
は
日
本
向
け
、
欧
州
で
好
ま
れ
る
ム
ネ

肉
は
欧
州
向
け
と
、
部
位
に
よ
っ
て
輸
出
先

を
分
け
て
い
る
。
タ
イ
で
ス
ー
プ
な
ど
に
好

ん
で
使
わ
れ
る
ガ
ラ
は
国
内
向
け
に
出
荷
、

羽
も
加
工
し
て
魚
の
飼
料
に
利
用
す
る
な

ど
、
１
羽
ま
る
ご
と
す
べ
て
の
部
位
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
削
減
を
図
っ
て

い
る
。

日
本
で
考
案
の
レ
シ
ピ
を

忠
実
に
再
現
す
る
ス
キ
ル

小
幡
部
長
に
よ
る
と
、
自
社
の
鶏
肉
加
工

食
品
は
タ
イ
を
中
心
に
一
部
は
中
国
と
日
本

国
内
で
も
生
産
し
て
い
る
が
、
主
力
は
タ
イ

で
の
製
造
だ
。
中
国
で
の
生
産
は
外
部
の
工

場
に
よ
る
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
で
、
グ
ル
ー
プ
内
企

業
で
生
産
し
て
い
る
タ
イ
の
よ
う
に
全
面
的

に
加
工
技
術
を
現
地
に
移
転
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
で
は
日
本
の
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
で
製
品
の
レ
シ
ピ
を
考
案
し
、
タ

イ
の
工
場
で
日
本
人
駐
在
員
と
現
地
ス
タ
ッ

フ
が
協
力
し
て
実
際
の
製
造
ラ
イ
ン
で
そ
の

レ
シ
ピ
通
り
に
製
品
を
再
現
し
て
い
く
。
日

本
で
人
気
商
品
で
あ
る
鶏
肉
冷
凍
食
品
を
多

く
の
日
本
人
に
認
め
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

調
味
料
の
配
合
や
唐
揚
げ
の
揚
げ
時
間
な
ど

日
本
で
考
え
抜
い
た
レ
シ
ピ
通
り
に
、
工
場

で
製
造
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
手

作
業
（
人
の
手
）
で
や
る
こ
と
で
最
終
商
品

品
質
に
大
き
く
影
響
す
る
工
程
も
あ
る
。

「
タ
イ
の
工
場
に
は
、
忠
実
に
ま
じ
め
に
、

設
立
し
た
グ
ル
ー
プ
会
社
「
ス
ラ
ポ
ン
・
ニ

チ
レ
イ
食
品
」
（
現
ス
ラ
ポ
ン
・
ニ
チ
レ
イ

フ
ー
ズ
＝
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
）
社
で
日
本
向
け
冷

凍
食
品
の
生
産
を
開
始
。
同
社
は
９４
年
に
第

２
工
場
、
９７
年
に
東
部
プ
ラ
チ
ン
ブ
リ
県
に

３
カ
所
目
の
カ
ビ
ン
ブ
リ
工
場
、
２
０
１
０

年
に
カ
ビ
ン
ブ
リ
第
２
工
場
と
次
々
に
工
場

を
増
設
。
さ
ら
に
２
０
１
０
年
１１
月
に
は

チ
ョ
ン
ブ
リ
県
に
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
の
も
う

１
社
の
現
地
と
の
合
弁
グ
ル
ー
プ
会
社
「
Ｇ

Ｆ
Ｐ
Ｔ
ニ
チ
レ
イ
タ
イ
ラ
ン
ド
」
（
Ｇ
Ｆ

Ｎ
）
社
を
設
立
し
て
生
産
を
開
始
し
、
タ
イ

こ
れ
を
再
現
し
て
い
く
ス
キ
ル
が
あ
る
」
と

小
幡
部
長
。
日
本
の
消
費
者
の
品
質
に
対
す

る
要
求
は
世
界
一
厳
し
い
と
も
言
わ
れ
る
。

広
く
品
質
管
理
の
概
念
が
行
き
渡
っ
た
タ
イ

に
は
そ
れ
に
応
え
る
素
地
が
あ
る
。

直
接
、
消
費
者
の
口
に
入
る
食
品
と
し
て

安
全
性
の
確
保
は
大
前
提
だ
。
外
部
の
認
証

機
関
の
様
々
な
監
査
を
受
け
安
全
性
を
担
保

す
る
ほ
か
、
工
場
に
は
本
社
か
ら
派
遣
さ
れ

た
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
日
本
人
の
目

で
各
工
程
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
加
え
、
現
地
で
急
速
冷
凍
し
た
冷

凍
食
品
を
日
本
に
輸
出
す
る
に
は
、
工
場
の

冷
凍
庫
か
ら
日
本
の
冷
凍
倉
庫
ま
で
一
度
も

冷
凍
コ
ン
テ
ナ
の
電
源
を
落
と
す
こ
と
な
く

運
搬
す
る
、
高
度
な
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
が

必
要
だ
。
「
こ
れ
は
一
企
業
で
実
現
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
。
国
レ
ベ
ル
で
対
応
し
て
い

な
い
と
難
し
い
」
と
い
う
。

２
０
１
１
年
に
タ
イ
で
起
き
た
大
規
模
な

洪
水
な
ど
の
気
候
面
、
さ
ら
に
は
上
昇
す
る

人
件
費
な
ど
の
リ
ス
ク
は
あ
る
も
の
の
、
主

力
製
品
で
あ
る
鶏
肉
関
連
冷
凍
食
品
の
タ
イ

生
産
の
利
点
は
明
ら
か
だ
。
「
タ
イ
や
中
国

以
外
の
国
で
の
生
産
も
検
討
は
し
て
い
る

が
、
安
全
、
安
心
な
商
品
を
安
定
的
に
大
量

供
給
で
き
る
と
い
う
点
で
、
タ
イ
の
優
位
性

は
当
面
揺
る
が
な
い
」
と
小
幡
部
長
は
話

す
。

ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
の
グ
ル
ー
プ
企
業
、
ス
ラ
ポ
ン
・
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
社
の
工
場
（
上
）
と
Ｇ
Ｆ
Ｐ
Ｔ
ニ

チ
レ
イ
タ
イ
ラ
ン
ド
社
の
工
場
（
下
）

＝
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
社
提
供
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日
本
人
の
胃
袋
支
え
る
タ
イ
産
「
冷
凍
エ
ビ
」

原
料
ト
レ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
で
安
全
性
担
保

フ
ラ
イ
や
天
ぷ
ら
、
寿
司
ネ
タ
に
と
、
日

本
人
の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
エ
ビ
。
国
内
産

は
昨
年
、
天
然
、
養
殖
合
わ
せ
て
約
１
万
５

０
０
０
ト
ン
だ
っ
た
の
に
対
し
、
海
外
か
ら

は
国
内
産
の
１０
倍
を
上
回
る
約
１６
万
ト
ン
が

輸
入
さ
れ
て
い
る
。
数
量
か
ら
い
え
ば
ベ
ト

ナ
ム
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
輸
出
元

の
ト
ッ
プ
３
だ
が
、
タ
イ
産
の
エ
ビ
は
原
料

の
ト
レ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
、
安
全

性
が
高
い
の
が
特
徴
だ
。

大
手
水
産
会
社
「
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
」
（
本

社
・
東
京
都
江
東
区
）
の
タ
イ
の
グ
ル
ー
プ

企
業
「
キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
」
社
は
、
バ

ン
コ
ク
近
郊
の
タ
イ
湾
に
面
し
た
サ
ム
ッ
ト

サ
コ
ン
県
と
、
タ
イ
南
部
の
ソ
ン
ク
ラ
ー
の

２
カ
所
に
冷
凍
食
品
製
造
工
場
を
持
っ
て
い

る
。
タ
イ
全
土
で
養
殖
さ
れ
る
新
鮮
な
生
の

エ
ビ
を
年
間
１
万
ト
ン
以
上
集
荷
し
て
加
工

し
、
う
ち
４
割
を
日
本
向
け
に
輸
出
し
て
い

る
。同

社
の
タ
イ
産
冷
凍
エ
ビ
は
日
本
で
、
寿

司
ネ
タ
や
サ
ラ
ダ
、
ピ
ザ
に
ト
ッ
ピ
ン
グ
さ

れ
る
ボ
イ
ル
エ
ビ
▽
コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
横

コ
ー
ナ
ー
で
販
売
さ
れ
る
エ
ビ
フ
ラ
イ
▽

ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
家
庭
用
エ
ビ
チ
リ
セ
ッ
ト

▽
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
具
材
用
の
エ
ビ
ス
ー
プ
や

市
販
用
冷
凍
食
品
―
―
な
ど
、
多
彩
な
姿
で

消
費
者
の
口
に
入
る
。

現
在
、
世
界
で
養
殖
さ
れ
て
い
る
エ
ビ
に

は
、
い
ず
れ
も
ク
ル
マ
エ
ビ
科
の
「
ブ
ラ
ッ

ク
タ
イ
ガ
ー
」
と
「
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
」
の
２

種
類
が
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ
ー
は
１
尾

３０
～
４０
グ
ラ
ム
ほ
ど
で
、
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
は

そ
れ
よ
り
も
や
や
小
ぶ
り
だ
。
エ
ビ
養
殖
が

各
国
で
本
格
化
し
た
１
９
８
０
年
代
か
ら
、

最
初
は
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ
ー
の
養
殖
が
中
心

だ
っ
た
が
、
後
発
の
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
は
生
産

効
率
が
よ
く
、
養
殖
の
環
境
へ
の
負
荷
も
ブ

ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ
ー
に
比
べ
小
さ
い
。
現
在
で

は
世
界
で
生
産
さ
れ
る
エ
ビ
の
８５
％
以
上
が

バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
だ
。

タイで冷凍加工され日本に輸入されるバナメイエビ

＝Kingfisher Holdings Limited提供

タイのエビ養殖施設

＝Kingfisher Holdings Limited提供
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サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
重
視
の

養
殖
目
指
す

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
社
に
よ
る
と
、
他
国
に
先

駆
け
て
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
の
優
位
性
に
着
目
し

た
の
が
タ
イ
政
府
だ
。
積
極
的
な
生
産
支
援

を
行
い
、
他
国
に
先
駆
け
て
タ
イ
は
バ
ナ
メ

イ
エ
ビ
養
殖
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
と
な
っ

た
。
現
在
、
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
の
養
殖
は
世
界

中
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
タ
イ
で
養
殖
さ
れ

る
エ
ビ
の
特
徴
は
、
官
民
一
体
の
原
料
ト

レ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
に
支
え
ら
れ
た
そ
の
安
全

性
だ
と
い
う
。

「
弊
社
で
集
荷
す
る
原
料
の
エ
ビ
は
、
ど

こ
で
育
て
ら
れ
た
か
は
も
ち
ろ
ん
、
養
殖
業

者
の
身
分
証
明
書
（
免
許
証
等
）
の
情
報
ま

で
特
定
で
き
る
」
と
同
社
。
養
殖
業
者
が
責

任
を
持
っ
て
出
荷
す
る
構
造
が
で
き
あ
が
っ

て
お
り
、
抗
生
物
質
や
抗
菌
剤
と
い
っ
た
薬

剤
の
過
剰
投
与
や
不
法
使
用
の
リ
ス
ク
が
、

他
国
と
比
べ
て
極
め
て
低
い
。

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
社
に
よ
る
と
、
日
本
が
タ

イ
か
ら
エ
ビ
を
輸
入
す
る
際
に
は
、
検
疫
当

局
に
よ
る
輸
入
時
の
残
留
抗
生
物
質
等
の
命

令
検
査
が
免
除
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
近

年
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
重
視
し
自
然
環

境
と
生
物
多
様
性
の
保
護
や
児
童
労
働
の
禁

止
な
ど
の
社
会
的
責
任
を
定
め
た
、
養
殖
業

に
関
す
る
認
証
を
取
得
し
た
養
殖
も
始
ま
っ

タイの工場に集荷され冷凍加工されるバナメイエビ＝Kingfisher Holdings Limited提供

て
い
る
。

タ
イ
は
タ
イ
湾
と
ア
ン
ダ
マ
ン
海
に
面
し

た
水
産
資
源
国
。
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
社
は
エ
ビ

だ
け
で
は
な
く
、
ア
ン
ダ
マ
ン
海
で
採
れ
る

新
鮮
な
ア
ジ
を
加
工
し
た
ア
ジ
フ
ラ
イ
や
、

最
終
的
に
は
日
本
の
グ
ル
ー
プ
工
場
で
竜
田

揚
げ
に
加
工
さ
れ
る
タ
イ
産
の
小
型
マ
グ
ロ

を
、
フ
ィ
レ
カ
ッ
ト
し
た
醤
油
漬
け
に
し
て

凍
結
し
て
日
本
側
に
輸
出
す
る
な
ど
、
様
々

に
加
工
し
た
冷
凍
水
産
物
を
日
本
へ
輸
出
し

て
い
る
。

「
原
料
だ
け
で
な
く
、
高
い
加
工
度
の
商

品
を
製
造
で
き
る
の
が
タ
イ
の
水
産
業
の
優

位
性
で
す
」
。
同
社
は
そ
う
指
摘
す
る
。 マルハニチログループのタイの工場

＝Kingfisher Holdings Limited提供
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穏
や
か
な
気
候
生
か
し
「
冷
凍
エ
ダ
マ
メ
」
輸
出

厳
格
な
生
産
管
理
で
安
全
性
を
確
保　

日
本
で
ビ
ー
ル
の
友
と
し
て
親
し
ま
れ
る

エ
ダ
マ
メ
。
ス
ー
パ
ー
へ
行
け
ば
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
「
タ
イ
産
」
と
記
さ
れ
た
冷
凍
エ

ダ
マ
メ
が
売
ら
れ
て
い
る
。
な
だ
ら
か
な
山

岳
地
帯
に
囲
ま
れ
た
タ
イ
北
部
は
、
台
風
が

な
く
気
候
も
比
較
的
穏
や
か
。
エ
ダ
マ
メ
や

イ
ン
ゲ
ン
な
ど
日
本
向
け
の
野
菜
が
栽
培
さ

れ
、
冷
凍
加
工
さ
れ
て
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

　
バ
ン
コ
ク
に
本
社
を
置
く
「
チ
ェ
ン
マ

イ
・
フ
ロ
ー
ズ
ン
フ
ー
ズ
」
社
は
、
エ
ダ
マ

メ
、
イ
ン
ゲ
ン
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
３
品

目
を
中
心
に
、
タ
イ
北
部
を
中
心
と
し
た
契

約
農
家
６
０
０
０
～
８
０
０
０
軒
が
栽
培
し

た
作
物
を
北
部
の
中
心
都
市
チ
ェ
ン
マ
イ
近

郊
に
あ
る
２
カ
所
の
工
場
で
冷
凍
加
工
。
８５

～
９０
％
を
日
本
の
商
社
や
食
品
加
工
メ
ー

カ
ー
、
小
売
業
者
向
け
に
販
売
。
残
り
は
タ

イ
国
内
及
び
欧
州
や
米
国
向
け
に
販
売
し
て

い
る
。

　
同
社
は
１
９
８
８
年
、
日
本
の
総
合
商
社

と
台
湾
、
タ
イ
の
３
者
の
合
弁
企
業
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
９０
年
か
ら
生
産
を
開
始
し
た
。

当
時
、
日
本
は
台
湾
か
ら
冷
凍
エ
ダ
マ
メ
や

イ
ン
ゲ
ン
を
輸
入
し
て
い
た
が
、
第
２
の
供

給
国
と
し
て
厳
格
な
生
産
管
理
の
下
に
安
定

し
て
枝
豆
を
供
給
で
き
る
タ
イ
が
選
ば
れ

た
。
チ
ェ
ン
マ
イ
・
フ
ロ
ー
ズ
ン
フ
ー
ズ
社

は
９４
年
に
は
タ
イ
証
券
取
引
所
に
上
場
。
昨

年
２
０
１
９
年
の
年
間
売
り
上
げ
は
３
８
０

０
～
４
０
０
０
万
ド
ル
に
上
り
、
大
手
の
冷

凍
野
菜
製
造
、
輸
出
企
業
に
成
長
し
た
。

タイで収穫され冷凍で日本に輸出されるエダマメ

＝チェンマイ・フローズンフーズ社提供

近
代
的
な
チ
ェ
ン
マ
イ
・
フ
ロ
ー
ズ
ン
フ
ー
ズ

社
の
工
場
で
箱
詰
め
さ
れ
て
い
く
冷
凍
枝
豆

＝
同
社
提
供
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徹
底
し
た
残
留
農
薬
検
査

現
在
、
日
本
へ
の
エ
ダ
マ
メ
輸
出
の
ト
ッ

プ
は
台
湾
、
２
位
は
タ
イ
、
３
位
は
中
国

だ
。
ラ
イ
バ
ル
輸
出
国
と
の
競
争
で
最
も
気

を
使
う
の
が
、
製
品
の
品
質
と
安
全
性
。
ア

ン
ク
ー
ン
・
ポ
ル
ピ
パ
ッ
タ
ナ
ポ
ー
ン
社
長

に
よ
る
と
、
同
社
は
日
本
の
残
留
農
薬
基
準

を
満
た
す
た
め
、
契
約
農
家
に
対
し
厳
格
な

基
準
を
設
定
し
て
監
督
。
収
穫
前
、
原
料
段

階
、
半
製
品
段
階
、
完
成
品
段
階
で
残
留
検

査
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
製
造
工
程
で

は
、
食
品
製
造
工
程
の
安
全
基
準
を
定
め
た

国
際
基
準
「
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
」
な
ど
に
従
い
、
製

品
の
安
全
性
が
国
際
基
準
に
合
致
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

ア
ン
ク
ー
ン
社
長
は
「
あ
ら
ゆ
る
工
程
で

最
高
の
品
質
を
維
持
し
、
ま
た
最
新
の
日
本

の
規
制
を
確
実
に
順
守
す
る
た
め
に
、
製
造

工
程
や
品
質
管
理
の
情
報
を
常
に
日
本
の
取

引
先
の
お
客
様
と
交
換
し
、
お
客
様
か
ら
は

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
強
調
す

る
。「

タ
イ
の
農
産
物
加
工
産
業
は
過
去
１０
年

か
ら
１５
年
の
間
に
、
国
際
的
な
食
品
安
全
の

概
念
を
取
り
入
れ
て
最
新
の
生
産
ス
キ
ー
ム

を
導
入
し
、
そ
の
水
準
を
大
幅
に
引
き
上
げ

て
き
た
。
タ
イ
の
農
業
も
ま
た
世
界
基
準
に

準
拠
す
る
た
め
、
地
元
農
家
の
知
恵
を
取
り

入
れ
な
が
ら
そ
の
質
を
高
め
て
い
く
」
。
ア

ン
ク
ー
ン
社
長
は
「
個
人
的
な
意
見
」
と
し

な
が
ら
も
、
タ
イ
の
農
産
物
と
農
産
品
加
工

産
業
に
つ
い
て
そ
う
話
す
。

契約農家で栽培されるエダマメ。残留農薬などの管理のため農家には厳しい栽培基準を

課して、守ってもらっている＝チェンマイ・フローズンフーズ社提供

タ
イ
北
部
の
中
心
都
市
チ
ェ
ン
マ
イ
郊
外
に
あ

る
チ
ェ
ン
マ
イ
・
フ
ロ
ー
ズ
ン
フ
ー
ズ
社
の
工

場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
同
社
提
供
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」

韓
国
に
お
け
る
債
権
回
収
の
特
殊
性

法務法人オルンハヌル弁護士
李鍾旻（イ･ゾンミン）

　犯罪捜査の弁護、刑事裁判、企業内部調査、関税、

知的財産権などの各種の刑事･民事案件を扱ってい

る。オルンハヌルを設立する前は、ソウル北部地方検

察庁、釜山地方検察庁等に検事として合計５年間勤務

した。

　
日
系
企
業
が
韓
国
に
進
出
し
、
取
引
を
開
始
し
た
が
、
取
引
先
が
金
銭
の
支
払
い
を
拒
ん
だ
と
い
う
ケ
ー

ス
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
債
権
回
収
に
つ
い
て
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
韓
国
に

お
い
て
は
、
債
権
回
収
の
手
段
と
し
て
、
刑
事
手
続
を
用
い
る
こ
と
が
日
本
と
比
較
し
て
多
い
と
い
う
点
で

特
殊
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
般
的
な
民
事
手
続
に
よ
る
債
権
回
収
を
紹
介
し
た
う

え
で
、
刑
事
手
続
を
利
用
し
た
債
権
回
収
や
考
え
ら
れ
る
告
訴
の
類
型
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
。

１
、一
般
的
な
民
事
手
続
に
よ
る
債
権
回
収

一
般
的
に
民
事
訴
訟
手
続
を
通
じ
て
債
権
の
弁
済

を
受
け
る
方
法
と
し
て
は
、
債
権
回
収
の
民
事
訴
訟

を
起
こ
し
て
判
決
を
受
け
た
後
、
債
務
者
の
財
産
に

対
し
て
強
制
執
行
を
行
う
と
い
う
方
法
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
と
き
、
債
務
者
の
財
産
の
現
況
を
把
握
し

て
い
る
場
合
、
通
常
訴
訟
の
前
に
仮
差
押
な
ど
保
全

手
続
き
を
通
じ
て
財
産
を
保
全
し
、
勝
訴
し
た
後
に

執
行
手
続
に
着
手
す
れ
ば
よ
い
。

他
方
、
債
務
者
の
財
産
現
況
を
把
握
し
て
い
な
い

場
合
に
は
、
民
事
訴
訟
の
勝
訴
判
決
を
得
た
後
に
財

産
開
示
手
続
又
は
財
産
照
会
手
続
を
通
じ
て
債
務
者

の
財
産
の
現
況
を
把
握
し
た
後
、
執
行
手
続
に
着
手

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
債
務
者
が

虎門中央法律事務所と業務提携を行う韓国の法務法人

オルンハヌルに所属する弁護士が、韓国における法律

問題につき検討を行います。

　ん

リーガルコーナー第26回 法務法人オルンハヌル弁護士　李鍾旻(イ･ゾンミン)

自
分
の
名
義
で
保
有
し
て
い
る
財
産
に
つ
い
て
、
債

務
者
が
裁
判
所
の
財
産
開
示
の
実
施
決
定
に
従
っ
て

任
意
に
財
産
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
開
示
す
る
場
合
に

の
み
実
効
性
が
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
例
え
ば
、
本
来

的
に
は
債
務
者
の
財
産
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ

れ
を
他
人
の
名
義
で
保
有
し
財
産
リ
ス
ト
に
掲
載
し

な
い
場
合
な
ど
、
こ
れ
を
隠
匿
し
た
時
に
は
そ
の
実

効
性
が
落
ち
て
し
ま
う
。

２
、
刑
事
手
続
を
通
じ
た

　
　
　
債
権
回
収
及
び
そ
の
有
用
性

韓
国
で
は
、
民
事
訴
訟
で
勝
訴
し
て
も
、
上
記
の

通
り
債
務
者
の
財
産
の
状
況
を
把
握
で
き
な
か
っ
た

り
、
債
務
者
が
自
分
の
財
産
を
隠
匿
す
る
な
ど
の
方

法
で
債
権
回
収
を
妨
害
し
た
り
す
る
場
合
、
多
く
債
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　Ａ

権
者
が
刑
事
告
訴
と
い
う
手
段
を
利
用
し
て
い
る
。

典
型
的
な
告
訴
の
内
容
は
、
債
務
者
が
返
済
能
力

又
は
返
済
意
思
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
る
で

返
済
能
力
や
返
済
意
思
が
あ
る
か
の
よ
う
に
偽
っ
て

債
権
者
を
欺
い
た
た
め
、
詐
欺
に
該
当
す
る
と
い
う

こ
と(

韓
国
刑
法
第
３
２
７
条
、
詐
欺
罪)

や
、
強
制

執
行
を
免
れ
る
目
的
で
財
産
を
隠
匿
し
た
た
め
強
制

執
行
免
脱
犯
罪
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る(

韓
国
刑
法
第
３
２
７
条
、
強
制
執
行
免
脱
罪
＝
注
１

)

。韓
国
で
債
権
回
収
の
た
め
の
強
力
な
方
法
と
し
て

刑
事
告
訴
を
利
用
す
る
と
い
う
現
象
自
体
に
つ
い
て

は
、
民
事
事
件
の
刑
事
化
、
そ
れ
に
よ
る
犯
罪
者
の

量
産
と
い
う
批
判
も
あ
る
が
、
法
律
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
か
ら
は
以
下
の
理
由
に
よ
り
好
ま
れ
る
傾
向
に

あ
る
。

第
一
に
、
刑
事
告
訴
の
対
象
に
特
別
な
制
限
は
な

く
、
捜
査
機
関
は
告
訴
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
捜
査

を
進
め
、
起
訴
処
分
又
は
嫌
疑
無
し
と
い
う
結
論
を

出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
刑
事
告
訴
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
弁

護
士
の
報
酬
は
相
対
的
に
高
く
な
く(

通
常
は
被
害

金
額
の
10
～
30
％)

、
一
方
、
事
件
が
順
調
に
進
め

ば
、
債
務
者
は
処
罰
を
避
け
る
た
め
に
任
意
に
債
務

を
履
行
す
る
こ
と
も
多
い
。
被
害
金
額
が
数
千
万
ウ

ォ
ン
以
上
の
事
件
に
お
い
て
詐
欺
容
疑
が
認
め
ら
れ

れ
ば
、
債
務
者
に
は
実
刑
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
る
可

能
性
が
高
い
た
め
、
債
権
者
は
弁
護
士
報
酬
を
支
払

っ
て
も
そ
れ
以
上
に
被
害
の
一
部
を
回
復
す
る
こ
と

が
で
き
、
実
益
が
あ
る
。

第
三
に
、
事
件
の
終
結
と
い
う
側
面
で
、
民
事
手

続
き
に
比
べ
て
か
な
り
の
時
間
を
節
約
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
通
常
、
民
事
手
続
を
通
じ
て
債
権
を
回
収

す
る
た
め
に
は
2
年
な
い
し
3
年
の
期
間
を
要
す
る

が
、
刑
事
告
訴
は
6
ヶ
月
な
い
し
1
年
く
ら
い
で
事

件
が
終
結
す
る
た
め
、
早
い
債
権
回
収
が
期
待
で
き

る
。第

四
に
、
事
実
関
係
を
確
定
す
る
た
め
の
証
拠
収

集
に
お
い
て
も
利
点
が
あ
る
。
捜
査
機
関
は
強
制
力

を
持
っ
て
債
務
者
の
財
産
の
状
況
、
財
産
の
譲
渡
の

経
緯
な
ど
の
事
実
関
係
を
調
査
す
る
た
め
、
債
権
者

が
把
握
し
に
く
い
証
拠
を
代
わ
り
に
収
集
し
た
り
も

す
る
。

３
、刑
事
告
訴
の
具
体
的
・
代
表
的
な
類
型

ア
・
商
品
代
金
や
用
役
代
金
の
騙
取

あ
る
会
社
が
他
の
会
社
に
商
品
を
供
給
し
た
り
、

役
務
を
提
供
し
た
り
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

代
金
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。

商
品
の
供
給
又
は
役
務
の
提
供
を
受
け
た
後
に
、

急
な
経
済
事
情
の
変
化
に
よ
り
、
代
金
を
返
済
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
詐
欺
罪
に
該
当
す
る
と
見
な

せ
ず
、
告
訴
し
て
も
実
益
が
な
い
こ
と
が
あ
る
。
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し
か
し
、
債
務
者
が
商
品
や
役
務
を
受
け
る
当

時
、
既
に
債
務
超
過
の
状
態
に
陥
っ
て
お
り
、
そ
の

代
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
場
合

に
は
、
返
済
能
力
に
対
す
る
欺
瞞
行
為
と
い
う
こ
と

が
で
き
、
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
継

続
的
な
取
引
関
係
に
あ
る
会
社
で
あ
っ
て
も
、
あ
る

時
点
か
ら
は
債
務
超
過
の
状
態
に
陥
り
、
返
済
能
力

が
な
い
と
し
て
、
そ
の
時
点
か
ら
供
給
さ
れ
た
商
品

ま
た
は
用
役
代
金
に
つ
い
て
は
詐
欺
罪
が
成
立
す
る

と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

イ
・
投
資
金
の
騙
取

相
手
を
騙
し
て
投
資
金
を
騙
取
す
る
場
合
、
詐
欺

罪
が
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
不
動
産
開
発
事

業
、
金
融
商
品
の
販
売
な
ど
の
過
程
で
、
収
益
率
を

誇
大
広
告
し
た
り
、
会
社
が
転
換
社
債
（
Ｃ
Ｂ
）
、

新
株
引
受
権
付
社
債
（
Ｂ
Ｗ
）
を
発
行
す
る
過
程

で
、
売
上
高
ま
た
は
営
業
利
益
を
水
増
し
し
た
り
す

る
場
合
が
代
表
的
な
投
資
詐
欺
の
事
例
に
な
り
得

る
。ウ

・
借
金
の
騙
取

借
用
金
の
詐
欺
は
会
社
間
だ
け
で
な
く
個
人
間
で

発
生
し
う
る
債
権
債
務
関
係
と
し
て
、
韓
国
に
お
け

る
詐
欺
罪
の
告
訴
の
相
当
部
分
を
占
め
て
い
る
。
韓

国
で
は
、
個
人
間
の
金
銭
消
費
貸
借
が
比
較
的
多
い

が
、
債
務
返
済
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
刑
事
手
続
に
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つ
な
が
る
場
合
が
非
常
に
多
い
。

結
局
、
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
は
、
金
銭

を
借
用
す
る
当
時
に
債
務
超
過
状
態
な
ど
で
返
済
能

力
が
な
か
っ
た
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。

エ
・
強
制
執
行
免
脱
行
為

韓
国
の
刑
法
上
の
強
制
執
行
免
脱
罪
は
、
強
制
執

行
を
免
れ
る
目
的
で
財
産
を
隠
匿
し
た
り
、
虚
偽
の

財
産
を
譲
渡
し
た
り
、
虚
偽
の
債
務
を
負
担
し
、
債

権
者
に
被
害
を
与
え
た
と
き
に
成
立
す
る
。

実
務
上
、
強
制
執
行
免
脱
罪
は
告
訴
を
し
て
も
起

訴
さ
れ
に
く
い
犯
罪
の
一
つ
で
あ
る
。
隠
匿
し
た
財

産
を
見
つ
け
る
こ
と
が
難
し
い
だ
け
で
な
く
、
財
産

の
譲
渡
が
虚
偽
と
い
う
点
を
立
証
す
る
こ
と
が
難
し

い
か
ら
だ
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
強
制
執
行

免
脱
罪
で
告
訴
す
る
場
合
、
捜
査
機
関
が
強
制
捜
査

権
に
基
づ
い
て
債
権
者
の
代
わ
り
に
債
務
者
の
財
産

の
隠
匿
ま
た
は
移
転
の
経
緯
な
ど
を
調
査
し
て
く
れ

る
た
め
、
民
事
手
続
の
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
よ
り
好

ま
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
は
、
詐
害
行
為
取
消
訴

訟
と
並
行
し
て
刑
事
上
強
制
執
行
免
脱
罪
で
告
訴
す

る
場
合
も
多
い
。
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４
、ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
韓
国
に
お
い
て
は
民
事
手
続
に
基

づ
く
債
権
回
収
の
ほ
か
、
刑
事
告
訴
に
よ
る
回
収
も

比
較
的
行
わ
れ
て
お
り
、
よ
り
実
効
性
が
あ
る
場
合

が
あ
る
。
日
系
企
業
と
し
て
は
、
債
権
回
収
と
い
え

ば
民
事
手
続
の
み
を
連
想
し
が
ち
で
あ
る
が
、
韓
国

で
債
権
回
収
が
必
要
な
場
合
は
、
刑
事
手
続
に
よ
る

回
収
に
つ
い
て
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
の

も
一
考
で
あ
る
。

注
釈

（
注
１
）
日
本
に
お
け
る
強
制
執
行
妨
害
目
的
財
産

損
壊
等
罪
に
相
当
す
る
。
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